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○ は じ め に  

本 開 発 は 、「 H A C C P の 導 入 推 進 を 科 学 的 に 支 援 す る 手 法 に 関 す る 研

究 」下 に お い て 、日 本 に お け る H A C C P の 導 入 推 進 を 支 援 す る た め に 、

2 0 1 6 年 度 実 証 的 に 開 発 し た We b 方 式 に よ る 食 品 事 業 関 係 者 を 対 象 と

し た H A C C P プ ラ ン の 作 成 支 援 シ ス テ ム を 試 験 的 な 利 用 に 至 る ま で に

様 々 な 観 点 か ら 必 要 と さ れ る 追 加 /改 修 開 発 を 行 う こ と に よ り 、シ ス テ

ム の 利 用 者 に と っ て 継 続 利 用 が 可 能 な レ ベ ル ま で 改 善 を 図 る 事 を 目 的

と し て い ま す 。  

 

2 8 年 よ り 日 本 に お け る H A C C P の 義 務 化 に つ い て の 情 報 は 、広 く 食

品 事 業 関 連 者 に 知 ら れ て い ま す 。  

2 7 年 度 に お け る 英 国 で の We b 形 式 で の H A C C P プ ラ ン 作 成 シ ス テ

ム の 評 価 、研 究 を 以 て 、日 本 に お い て 同 等 以 上 の We b 形 式 で の H A C C P

プ ラ ン 作 成 シ ス テ ム に つ い て 実 用 に 向 け た プ ロ ト タ イ プ の 開 発 を 行 っ

た 内 容 に 関 し て 、 今 年 度 は 同 プ ロ ト タ イ プ か ら 、 更 に 外 部 に 向 け た 試

験 利 用 が 可 能 な よ う 、 ユ ー ザ ー の 利 用 の 利 便 性 を 向 上 さ せ る た め の プ

ロ グ ラ ム 及 び デ ザ イ ン の 追 加 、 修 正 と 、 ユ ー ザ ー を 登 録 ・ 管 理 す る 機

能 の 搭 載 を 試 み ま し た 。  

こ れ ら の プ ロ フ ラ ム 、 電 子 デ ザ イ ン は 全 て ク ラ ウ ド に 設 置 さ れ 、 ユ

ー ザ ー は 全 国 ど こ の 事 業 所 か ら も 、 H A C C P 計 画 の 作 成 に 取 り 掛 か る

こ と が 出 来 る よ う に な っ て い る 状 況 は 、 電 子 メ ー ル や 表 計 算 ソ フ ト を

操 作 す る レ ベ ル と 何 ら 変 わ り が あ り ま せ ん 。  

本 試 験 利 用 に お い て は 、 日 本 に お い て H A C C P 計 画 を 作 成 す る 作 業

に つ い て 理 解 が 進 む よ う 本 文 に て 後 述 し ま す と こ ろ の 文 言 や ア イ コ ン

の 作 成 に お い て も 工 夫 を 行 い 、 ク ラ ウ ド 環 境 に な じ み が な か っ た 方 に

も 出 来 る だ け 取 り 組 み や す い 内 容 に な っ て い る と 考 え て お り ま す 。  

 

但 し 、 本 シ ス テ ム を 十 分 に 扱 う 上 で は 、 一 定 の H A C C P の 教 育 を 受

け て 、 H A C C P 計 画 を ま と め ら れ る 力 量 を 養 わ れ る 事 は 必 要 で あ り 、

そ の 検 証 の た め に も 有 用 な シ ス テ ム で は あ り ま す 。  

H A C C P の 導 入 推 進 を 科 学 的 に 支 援 す る 手 法 に 関 す る 研 究 に お い て 、

本 年 度 以 降 も H A C C P 計 画 作 成 シ ス テ ム の 利 用 拡 大 が 進 む 事 を 期 待 し 、

利 用 促 進 を よ り 確 実 に す る 技 術 研 究 を 引 き 続 き 取 り 組 ん で 参 り 度 思 い

ま す 。  

              

デ ュ ア ル カ ナ ム 株 式 会 社  

設 計 /開 発  大 松  重 尚  
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○  本 実 施 報 告 書 に つ い て  

 

諸 外 国 に お け る 食 の 安 全 管 理 の 状 況 が イ ン タ ー ネ ッ ト の 普 及 で よ り

身 近 に な る 時 代 と な り ま し た 。  

H A C C P の 義 務 化 の 話 題 は 、 日 本 の 消 費 者 に 対 し て も 、 ま た 外 国 か ら

の 来 訪 者 が 増 大 し て い る 状 況 下 で は 、 お も て な し を す る 立 場 と な る 日

本 の 食 品 事 業 関 係 者 に お か れ て も 関 心 が 高 い も の と 感 じ て い ま す 。  

  

本 開 発 に お い て 、 英 国 で の H A C C P プ ラ ン 作 成 シ ス テ ム を 、 英 語 入

力 に て 実 際 に 動 か し 、 日 本 に お け る H A C C P 用 語 の 対 比 か ら 研 究 し 、

同 H A C C P シ ス テ ム で の 利 用 者 視 点 に た っ た 長 所 や 課 題 を 提 示 で き る

ま で に 至 り ま し た 。  

さ ら に こ の 分 野 に 精 通 し て い る 先 生 方 、 厚 生 労 働 省 の 担 当 の 方 々 よ

り ア ド バ イ ス を い た だ き 、 よ り 操 作 が し や す い 、 理 解 が し や す い も の

に な る よ う 修 正 を 加 え る こ と が で き ま し た 。  

食 品 に よ る 健 康 被 害 や 、 異 物 混 入 に よ る 商 品 の 自 主 回 収 な ど の 報 道

を 目 に す る 機 会 は あ と を 絶 ち ま せ ん 。 ス マ ー ト フ ォ ン を 含 め イ ン タ ー

ネ ッ ト の 普 及 に よ り 、 情 報 が 一 気 に 拡 散 し 、 ひ と つ で も 対 応 を 間 違 え

れ ば 別 の 面 で 社 会 的 な 問 題 と し て 扱 わ れ る よ う に な る 様 相 を 「 炎 上 」

と 称 す る よ う に な っ た の も 私 の 世 代 の 頃 か ら で す 。  

I T シ ス テ ム の 利 用 に つ い て は 、食 品 事 業 者 間 で の 懸 念 を 解 消 す る た

め に 、 記 録 保 存 の 向 上 が 図 れ 、 イ ン タ ー ネ ッ ト に つ な が れ ば P C を 使

っ て 、 誰 も が 利 用 可 能 で 、 且 つ 安 定 的 に 継 続 で き る 仕 組 み を 開 発 す る

試 み と な る た め 、 文 言 の 整 理 や 画 面 内 で の シ ン プ ル な 表 現 シ ス テ ム の

構 成 は 重 要 で あ り ま し た 。  

 

H A C C P が 国 内 に お い て 浸 透 し て い る と は ま だ ま だ 言 え な い 状 況 か

と 思 い ま す 。 今 回 の 研 究 の 成 果 に つ い て 、 よ り 多 く の 方 に シ ス テ ム を

利 用 し て い た だ く こ と で 重 要 性 を 理 解 し て い た だ き 、 H A C C P と い う

言 葉 が 一 般 の 消 費 者 に も 知 ら れ る よ う に な れ ば 良 い な と 思 い ま す 。 本

開 発 に あ た り 、画 面 内 容 、操 作 方 法 に つ い て 様 々 な ご 指 導 を 頂 い た 方 々

に 改 め て 感 謝 申 し 上 げ ま す 。  

     

デ ュ ア ル カ ナ ム 株 式 会 社    

開 発 補 佐  水 戸 部  俊 輔  
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■ 開発内容の要約  
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１ ．  開 発 の 目 的  

（ １ ） 開 発 課 題  

   H A C C P の 導 入 推 進 を 科 学 的 に 支 援 す る 手 法 に 関 す る 研 究           

－ ク ラ ウ ド ベ ー ス H A C C P プ ラ ン 作 成 支 援 シ ス テ ム  

    （ ト ラ イ H A C C P） の 開 発 －  平 成 2 8 年 度  

 

（ ２ ） 開 発 目 的  

  本 開 発 は 、 H A C C P の 導 入 推 進 を 科 学 的 に 支 援 す る 手 法 に 関 す る

研 究 の 下 で 、 デ ュ ア ル カ ナ ム 株 式 会 社 （ 以 下 、「 デ ュ ア ル カ ナ ム

社 」が 、前 年 度 の H A C C P プ ロ グ ラ ム の We b で の 作 成 方 法 を 、英

国 で の M y H A C C P と い う We b で の 実 運 用 例 を 研 究 し な が ら 、 イ

ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 し た 広 域 で の H A C C P プ ラ ン 導 入 を 検 討 可 能

な 試 験 的 な モ デ ル（ 以 下 、「 プ ロ ト タ イ プ 」）を 開 発 し た 内 容 か ら 、

更 に 外 部 で の 試 験 利 用 を 可 能 に し た も の を 追 加 /改 修 開 発 を 施 し 、

厚 生 労 働 省 に お け る H A C C P 推 進 の 取 組 み に 資 す る も の で あ る 。  

 

（ ３ ） 開 発 内 容  

デ ュ ア ル カ ナ ム 社 に お い て 、 本 開 発 は 前 年 度 の H A C C P の 導 入 推

進 を 科 学 的 に 支 援 す る 手 法 に 関 す る 研 究 下 で の 複 数 の 開 発 テ ー

マ の 中 で の 一 つ で あ る ク ラ ウ ド ベ ー ス H A C C P プ ラ ン 作 成 支 援 シ

ス テ ム に 対 し て 、 改 め て 、 厚 生 労 働 省 で 公 開 し て い る H A C C P 導

入 の た め の 手 引 書 （ 以 降 の U R L  

h t t p : / / w w w. m h l w. g o . j p / s t f / s e i s a k u n i t s u i t e / b u n y a / 0 0 0 0 0 9 8 7 3 5 .

h t m l）等 を 参 考 に し つ つ 、実 際 の 利 用 シ ー ン を 想 定 し て 、オ ン ラ

イ ン で 迅 速 か つ 安 定 的 に H A C C P プ ラ ン を 作 成 出 来 る 仕 組 み 作 り

と い う 目 標 を 設 定 し 、外 部 で 試 験 利 用 が 可 能 な よ う に 下 記 4 点 の

大 項 目 を 追 加 /改 修 対 象 と し て 開 発 を 行 っ た 。  

１ ） 管 理 者 メ ニ ュ ー と し て の ユ ー ザ ー 登 録 ／ 管 理 画 面 の 確 立  

２ ） ユ ー ザ ー 画 面 で の シ ス テ ム の 追 加 /改 修  

３ ） ア イ コ ン デ ザ イ ン の 修 正  

４ ） 上 記 １ ） ～ 3） 検 証 の 上 で の ユ ー ザ ー 向 け 手 引 き へ の 反 映  
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２ ． 開 発 の 実 施 体 制  

本 開 発 は 、 前 年 の H A C C P プ ラ ン 作 成 シ ス テ ム プ ロ ト タ イ プ シ ス テ

ム か ら の 開 発 の 流 れ を 受 け 、 H A C C P ト レ ー ニ ン グ を 受 け た 設 計 ／

開 発 者 を と り ま と め 役 と し て 、 開 発 支 援 者 が 試 験 シ ス テ ム と し て の

在 り 方 を 整 理 し 、英 国 の M y H A C C P の 取 組 み を 鑑 み な が ら も 、日 本

の ユ ー ザ ー 向 け に 開 発 内 容 の 充 実 を 検 討 し た 。デ ュ ア ル カ ナ ム 社 は 、

ク ラ ウ ド シ ス テ ム を 通 じ て 、 過 去 ７ 年 間 以 上 に 渡 り 公 的 な デ ー タ 提

供 サ ー ビ ス を 行 っ て き た 実 績 か ら 、 よ り 実 践 的 な 本 開 発 内 容 に お け

る 実 施 体 制 を 立 ち 上 げ 可 能 と な っ た 。  

開 発 基 盤 と し て は 、 現 在 世 界 で も 最 も 利 用 シ ェ ア の 多 い Ｐ Ｃ で の

We b ブ ラ ウ ザ シ ス テ ム で あ り 、ク ラ ウ ド シ ス テ ム と の 最 も 相 性 の 良

い C h r o m e ブ ラ ウ ザ を H A C C P プ ラ ン 作 成 シ ス テ ム で の 推 奨 環 境 と

し て 、 本 シ ス テ ム を 構 築 し た 。  

 

３ ． シ ス テ ム の 内 容  

 今 回 の 試 験 利 用 シ ス テ ム に つ い て は 、 H A C C P の 導 入 推 進 を 支 援

す る た め の 試 験 利 用 が 可 能 な シ ス テ ム 作 り と い う 主 題 を 掲 げ 、 主 に

以 下 の 要 素 か ら 開 発 が な さ れ て い る 。  

１ ） ユ ー ザ ー を 登 録 処 理 、 退 会 等 の 管 理 可 能 な 諸 機 能 の 装 備  

２ ） H A C C P プ ラ ン 作 成 時 の 動 作 等 の 課 題 解 決  

３ ） 日 本 の ユ ー ザ ー 向 け に わ か り や す い 文 言 や 画 面 ガ イ ド の 改 善   
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■ 第 1 章 開発の目的と対象  
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１ ． １   開 発 の 目 的  

（ １ ） 開 発 目 的  

本 開 発 は 、H A C C P プ ラ ン の 導 入 推 進 を 支 援 す る た め に 、We b 方

式 に よ る 食 品 事 業 関 係 者 を 対 象 と し た H A C C P プ ラ ン の 作 成 支 援

シ ス テ ム を 開 発 し て 、 We b 画 面 上 で 標 準 化 さ れ た 様 式 に よ り 、

H A C C P プ ラ ン が 個 別 の 進 捗 管 理（ ワ ー ク フ ロ ー ）に 基 づ い て 、作

成 さ れ る た め の シ ス テ ム を 開 発 す る こ と に よ り 厚 生 労 働 省 に お け

る H A C C P 導 入 支 援 の 推 進 に 資 す る と い う 前 年 か ら の 目 的 を 継 承

し な が ら 、 試 験 利 用 可 能 な レ ベ ル ま で の 追 加 /改 修 開 発 を 果 た す も

の で あ る 。  

 

  前 年 度 の シ ス テ ム で は 、 エ ン ジ ニ ア リ ン グ 作 業 で の ユ ー ザ ー 登 録

と い う 技 術 的 作 業 を 要 し て い た た め 、 今 年 度 の 試 験 利 用 レ ベ ル で

の 対 応 の た め に は 、 We b ブ ラ ウ ザ 上 か ら ユ ー ザ ー を 登 録 、 削 除 で

き る 管 理 シ ス テ ム 及 び 管 理 画 面 が 必 要 と な っ た 。  

ま た 、 プ ロ ト タ イ プ を テ ス ト 操 作 し た 際 の 、 ユ ー ザ ー の 操 作 の ミ

ス な ど を 生 む よ う な 操 作 性 の 改 善 部 分 、 或 い は 日 本 の ユ ー ザ ー に

理 解 し に く い 文 言 や 画 面 上 の 表 現 が 改 め て 見 出 さ れ た 。 加 え て 、

危 害 要 因 等 で 、 ユ ー ザ ー が 判 別 し や す い ア イ コ ン デ ザ イ ン の 提 案

を 行 っ た 。  

  １ ） ユ ー ザ ー を 登 録 処 理 、 退 会 等 の 管 理 可 能 な 諸 機 能 の 装 備  

    ・ 管 理 画 面 と 画 面 上 か ら 操 作 す る ユ ー ザ ー 登 録 /削 除 処 理  

２ ） H A C C P プ ラ ン 作 成 時 の 動 作 等 の 課 題 解 決  

  ・前 年 度 の 課 題 で あ っ た P D F デ ー タ 作 成 を 複 数 ユ ー ザ ー か ら

同 時 に 行 う 場 合 の 動 作 保 証  

３ ） 日 本 の ユ ー ザ ー 向 け に わ か り や す い 文 言 や 画 面 ガ イ ド の 改 善   

      ・ 日 本 の 食 品 事 業 者 向 け の 文 言 と 配 置 、 画 面 ガ イ ド の 整 理 を

行 い 、 ク ラ ウ ド 環 境 へ 反 映  

    以 上 、 １ ） ～ ３ ） に つ い て 詳 細 を 後 述 す る 。  

（ ２ ） 開 発 シ ス テ ム  

      平 成 2 8 年 度 で の 東 海 大 学 と の 「 H A C C P の 導 入 推 進 を 科 学 的

に 支 援 す る 手 法 に 関 す る 研 究 － ク ラ ウ ド ベ ー ス H A C C P プ ラ ン

作 成 支 援 シ ス テ ム（ ト ラ イ H A C C P）の 開 発 － 」か ら の 請 負 契 約

に よ り 、 ク ラ ウ ド 上 に プ ロ ト タ イ プ 用 の 処 理 サ ー バ を 立 ち 上 げ

た も の を 、 今 回 の 試 験 利 用 の 稼 働 可 能 な よ う に 、 動 作 を 可 能 に

し た 。  
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（ ３ ） 開 発 内 容  

デ ュ ア ル カ ナ ム 社 で の H A C C P の 導 入 推 進 を 科 学 的 に 支 援 す る 手

法 に 関 す る 研 究 に お い て は 、 前 年 度 の 英 国 で の H A C C P 作 成 支 援

シ ス テ ム で あ る M y H A C C P（ h t t p s : / / m y H A C C P. f o o d . g o v. u k /） の

研 究 と 、 We b ブ ラ ウ ザ で H A C C P プ ラ ン を 作 成 可 能 に し た プ ロ ト

タ イ プ 環 境 か ら 、下 記 3 点 の 要 点 を 踏 ま え た 追 加 /修 正 開 発 を 実 施

し た 。  

 

１ ） G o o g l e  C l o u d  C o m p u t i n g 環 境 上 の Tr y H A C C P の プ ロ グ ラ ム

追 加 /改 修  

２ ） 同 環 境 上 の 画 面 修 正 （ 文 言 、 デ ザ イ ン 、 ガ イ ド ）  

３ ） １ ） ～ ２ ） に 関 す る 動 作 試 験 と 検 証  

 

１ ． ２  開 発 対 象  

 （ １ ） 管 理 画 面 の 開 発  

    ■ ア カ ウ ン ト （ ユ ー ザ ー ） 管 理 画 面 に つ い て の 開 発  

（ 詳 細 は 「 ３ ． ２  開 発 の 概 要 」 へ 記 載 ）  
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（ ２ ） 画 面 修 正  

   ■ 文 言 、 デ ザ イ ン 、 ガ イ ド の 修 正  

   以 下 、 修 正 内 容 の 事 例  

N o . 1 原 則 （ 2）： 重 要 管 理 点 の 確 認 方 法 に つ い て  

 

 

 （ ３ ） 試 験 、 検 証  

  ■ 管 理 機 能 に つ い て は 、 実 際 に ユ ー ザ ー 登 録 、 一 部 ダ ミ ー の  

    ユ ー ザ ー の 登 録 を 削 除 等 で 検 証 。  

  ■ 画 面 デ ザ イ ン は 修 正 リ ス ト と 実 際 の 画 面 と 突 き 合 せ 、 開 発 者 と

テ ス タ ー の 間 ク ロ ス チ ェ ッ ク を 実 施 し 、 確 認 。  

重 要 管 理 点 か を 確 認

す る の に 、 当 初 は 判 断

樹 を 使 う か 使 わ な い

か 、 使 う 場 合 は 、

「 C a m p d e n 判 断 樹 」と

「 C o d e x 判 断 樹 」 の ど

ち ら を 使 う か 選 ば せ

る よ う に し て い ま し

た が 、「 C a m p d e n 判 断

樹 」 が 日 本 で は 一 般 的

で は な い と い う こ と

か ら 、 は じ め か ら

「 C o d e x 判 断 樹 」 を 使

っ て 重 要 管 理 点 か の

確 認 を さ せ る よ う に

し ま し た 。  
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■ 第 2 章 開発の実施体制  
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２ ． １   開 発 の 実 施 体 制  

２ ． １  

□  開 発 責 任 者   

・ デ ュ ア ル カ ナ ム 社  

設 計 ／ 開 発              大 松 重 尚  

開 発 支 援               水 戸 部 俊 輔             

 

□ 開 発 環 境  

    

 デ ュ ア ル カ ナ ム 株 式 会 社  

↓ 【 シ ス テ ム 設 計 ／ 開 発 】  

開 発 作 業 者  

    

 

  

  

【 ク ラ ウ ド 環 境 】  

G o o g l e 社 ク ラ ウ ド  
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■ 第 3 章 開発システムの内容 
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３ ． １   開 発 課 題 の リ ス ト と 詳 細  

■ リ ス ト 一 覧  

No Date Page Contents Comment

1 2/19 2
MyHACCPでは判断樹を使うかどうかを選択してもらうようにしていたが、強制的
に判断樹を使って重要管理点かどうかを確認するようにする

重要管理点かを確認するのに、当初は判断樹を使うか使わな
いか、使う場合は、「Campden判断樹」と「Codex判断樹」
のどちらを使うか選ばせるようにしていた。しかし
「Campden判断樹」が日本では一般的ではないということか
ら、はじめから「Codex判断樹」を使って重要管理点かの確
認をさせるようにした。
→　2/19完了

2 2/19 共通 [アイコン作成] 1.1で選択した内容に該当するアイコンを作成する
選択した潜在的危害要因の項目が、グラフにしたときにわか
りやすく表現できるよう、それぞれアイコンを作成した。
→　3/4完了

3 3/8 C

設問4のチェック項目について修正
＜物理的＞
・「金属」「木の破片」「ガラスや割れやすいプラスチック」「骨」「その他」
の5種のみとする
＜生物学的＞
・「カビ・酵母」の項目を追加する
・各菌やウイルスの選択肢と「その他」の間に、1行空けて下記の4つの項目を追
加する
 ・「上記以外の 好気性耐熱性微生物」
 ・「上記以外の 好気性非耐熱性微生物」
 ・「上記以外の 嫌気性耐熱性微生物」
 ・「上記以外の 嫌気性非耐熱性微生物」

　※その後再度修正（No12）

豊福先生との打合せにて、より日本向けの内容となるように
アドバイスをいただき、項目の修正・追加を行なった。
→　3/10完了

4 4/19 共通 [アイコン作成]

1つのアイコンで複数の項目を表現するものがあり、選択が重複した場合に判別が
できるよう、色の違うバージョンを作成する

・サルモネラ系 ・・・ あと7色（計8種 ）
・ノロウイルス系 ・・・ あと1色（計2種 ）
・生物学的アイコン ・・・ あと5色（計6種 ）
・ブドウ球菌系 ・・・ あと2色（計3種 ）
・魚系 ・・・ あと1色（計2種 ）

違う項目でも見た目が似ているものがあるため、新たにアイ
コンをデザインするのではなく、アイコンの色を変えること
で差別化を図った。また、グラフのどの位置に配置されても
背景色と重なって見づらくならないよう、視認性も考慮し
た。
→　5/2完了

5 6/14 共通［アイコン作成］
以前作成したアイコンの中で、さらに下記の2つについて色違いが必要
　・物理的アイコン　・・・　あと10種ほど必要
 ・化学的アイコン ・・・ あと20種 ほど必要

物理的、化学的アイコンは1種類のデザインにて対応している
が、複数選択した場合の考慮が漏れていたため対応を行なっ
た。数が多く一つひとつ色を変えるのは大変なため、以下の
ように対応した。
　物理的アイコン色違い　・・・　5色×枠2色　→　10種類
 化学的アイコン色違い ・・・ 5色×枠4色 → 20種 類
→　6/23完了

修正進捗リスト｜10/18版
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6 10/6 概要ページ
厚労科研として実施していることを含め、日本の現状を記載するべきではない
か？との意見

豊福先生に文章を修正していただき、画面に反映させた。
→　10/12完了

7 10/6 A
選択項目について、手引書や管理運営基準の項目に合わせるなど修正が必要で
は？との意見

豊福先生に内容を修正していただき、画面に反映させた。
→　10/12完了

8 10/6 ログインページ

推奨ブラウザ（Chrome、Firefox）について記載する
---
TryHACCPのご利用にあたり、下記のブラウザを推奨いたします。
・Google Chrome 最新版
・Firefox 最新版

InternetExplorerではレイアウト崩れが発生する可能性があ
るため、ログインページに推奨ブラウザを記載することにし
た。
→　10/7完了

9 10/6 共通
［入力内容を保存する］を押さずに［次へ進む］を押した際に、警告メッセージ
を出すようにする

次のページに進む際に、入力内容を保存せずに進んでしまう
と、せっかく入力していた内容が破棄されてしまうため、保
存をせずに次に進もうとした場合に限り警告メッセージを表
示させ、保存し忘れを防止できるようにした。
→　10/7完了

10 10/6 C
設問1で、「線形」か「モジュール式」かを選択させるところを、
「工場タイプ（製造加工）」か「飲食店タイプ（調理、提供）」かの選択とする

豊福先生のアドバイスで、よりわかりやすくするため選択内
容の修正を行なった。
→　10/7完了

 

11 10/6 G
設問2のフロー図アップロードで、JPEG形式のみというのが使いづらいとの意見
→ エクセルからJPEGへ の 変換方法につ いて、手順を示すこととする

ユーザーの多くはフロー図をエクセルで作るだろうという豊
福先生の助言のもと、ペイントを使ってエクセルファイルを
JPEGに変換する方法を手引書に記載した。
→　10/20完了

12 10/6 C および1.1

＜生物学的＞内の、
・「大腸菌」を、「病原大腸菌」に変更する
・「上記以外の嫌気性耐熱性微生物」を「微生物の増殖」に変更する
・「上記以外の嫌気性非耐熱性微生物」を「微生物の生残」に変更する
・「上記以外の好気性耐熱性微生物」を「上記以外の耐熱性の病原微生物」に変
更する
・「上記以外の好気性非耐熱性微生物」を「上記以外の非耐熱性の病原微生物」
に変更する

豊福先生のアドバイスで、よりわかりやすくするため再度内
容の修正を行なった。
→　10/7完了

13 10/6 2

「入力内容と結果に矛盾がある」というエラーについて、
どこが矛盾しているのか分かりづらいとの意見　→　例を示すようにする

例）4.で「重要管理点です」となったのに、最後の設問で「いいえ」（重要管理
点ではない）を選択している

一度「はい」か「いいえ」を選択してしまうと、どちらかが
必ず選択された状態になってしまい、選択の必要がなかった
設問に内容が残ってしまうことが混乱を招いていた。そこで
選択内容をリセットできるボタンを追加し、さらに、手引書
には矛盾となる例を記載した。
→　10/20完了

14 10/6 4
設問3、「[必須] モニタリング活動を実施する方法を定義してください。」を、
「[必須] モニタリング活動を実施する方法を具体的に記入してください。」とす
る

豊福先生のアドバイスで、よりわかりやすくするため設問内
容の修正を行なった。
→　10/8完了

15 10/6 5

設問4、「[必須]CCPが……について、実施したことをどこで文書化するつもりで
すか？」を、
「[必須]CCPが……について、実施した改善措置を何に記録しますか？」とする

※PDF出力においても、
　「CCPが「制御不能」……実施した改善措置を何に記録しますか？」とする

豊福先生のアドバイスで、よりわかりやすくするため設問内
容の修正を行なった。
→　10/8完了

 

16 10/6 5

設問5、「[必須] 記述された活動を行う訓練を受け、その技量がある人員はいます
か？」を、
「[必須] 記述された改善措置を行う訓練を受け、その技量がある人員はいます
か？」とする

※PDF出力においても、
　「記述された活動を行う訓練を受け…」を、
　「記述された改善措置を行う訓練を受け…」とする

豊福先生のアドバイスで、よりわかりやすくするため設問内
容の修正を行なった。
→　10/8完了

17 10/6 7
設問1の選択肢、「調査の範囲」を、「このHACCPシステムの適用の範囲」とす
る

豊福先生のアドバイスで、よりわかりやすくするため設問内
容の修正を行なった。
→　10/8完了

18 10/12 共通［アイコン作成］

Cおよび1.1の＜生物学的＞内の、
 ①「微生物の 増殖」
 ② 「微生物の 生残」
 ③「上記以外の 耐熱性の 病原微生物」
 ④「上記以外の 非耐熱性の 病原微生物」
について、新たにアイコンを作成

豊福先生より、どのようなイメージが良いかアドバイスをも
らい、それに対応したアイコンを作成した。
①は、微生物がたくさん増えるイメージ
②は、微生物が熱に打ち勝つイメージ
③は、鎧兜を着た細菌のイメージ
→　10/18完了
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３ ． ２  シ ス テ ム の 概 要  

１ ） ユ ー ザ ー 管 理  

■ ア カ ウ ン ト 管 理 画 面  

 

※ 画 像 の パ ス ワ ー ド 部 分 に つ い て は 加 工 を 施 し て い ま す 。  
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◯ 新 規 ア カ ウ ン ト 作 成  

 

 

こ こ か ら 新 規 ア カ ウ

ン ト の 登 録 が で き ま

す 。  

す で に 作 成 済 み の 各

ア カ ウ ン ト に つ い て 、

登 録 内 容 の 編 集 や 削

除 が で き ま す 。  

ユ ー ザ ー I D、パ ス ワ ー ド は 入 力

必 須 で 、必 要 に 応 じ て ユ ー ザ ー

の 氏 名 や メ ー ル ア ド レ ス 、住 所

や 電 話 番 号 を 登 録 す る こ と が

で き ま す 。  
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◯ ア カ ウ ン ト 編 集  

 

 

◯ ユ ー ザ ー に よ る パ ス ワ ー ド 変 更  

 

 

ア カ ウ ン ト 編 集 で は 、 登

録 済 み の ユ ー ザ ー I D に 対

し て 、 パ ス ワ ー ド の 変 更

を は じ め と し た 編 集 が 可

能 で す 。  
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パ ス ワ ー ド は ユ ー ザ ー 側 で

も 変 更 が 可 能 で す 。（ 変 更 さ

れ た 新 た な パ ス ワ ー ド は 、

ア カ ウ ン ト 管 理 画 面 に 自 動

的 に 反 映 さ れ ま す 。）  
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２ ） ユ ー ザ ー 画 面 系  

■ Tr y H A C C P  主 な 修 正 ・ 追 加 内 容 の 画 面 キ ャ プ チ ャ に つ い て  

※ ３ ． １  開 発 課 題 の リ ス ト と 詳 細 を 参 照 の 事  

 

N o . 1 原 則 （ 2）： 重 要 管 理 点 の 確 認 方 法 に つ い て  

 

 

 

N o . 2、 N o . 4、 N o . 5、 N o . 1 8  潜 在 的 危 害 要 因 の ア イ コ ン に つ い て  

   →  別 紙 、「 Tr y H A C C P ア イ コ ン 一 覧 」 を ご 確 認 く だ さ い 。  

 

重 要 管 理 点 か を 確 認

す る の に 、 当 初 は 判 断

樹 を 使 う か 使 わ な い

か 、 使 う 場 合 は 、

「 C a m p d e n 判 断 樹 」と

「 C o d e x 判 断 樹 」 の ど

ち ら を 使 う か 選 ば せ

る よ う に し て い ま し

た が 、「 C a m p d e n 判 断

樹 」 が 日 本 で は 一 般 的

で は な い と い う こ と

か ら 、 は じ め か ら

「 C o d e x 判 断 樹 」 を 使

っ て 重 要 管 理 点 か の

確 認 を さ せ る よ う に

し ま し た 。  
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N o . 3、 N o . 1 2 準 備 段 階 （ C） 設 問 4： 選 択 項 目 の 内 容 に つ い て  

 

 

 

よ り 日 本 向

け の 内 容 と

な る よ う に

ア ド バ イ ス

を い た だ き 、

各 項 目 の 修

正・追 加 を 行

い ま し た 。  
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N o . 6 概 要 ペ ー ジ ： 文 章 の 修 正  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊 福 先 生 に 文 章 を 修 正 し て い た だ き 、画 面 に 反 映 さ せ

ま し た 。  
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N o . 7 準 備 段 階 （ A） 設 問 1： 前 提 条 件 の 選 択 内 容 に つ い て  

 

 

N o . 8 ロ グ イ ン 画 面 ： 推 奨 ブ ラ ウ ザ の 記 載  

 
 

豊 福 先 生 に 内 容 を

修 正 し て い た だ き 、

画 面 に 反 映 さ せ ま

し た 。  

I n t e r n e t  E x p l o r e r で は

レ イ ア ウ ト 崩 れ が 発 生

す る 可 能 性 が あ る た め 、

ロ グ イ ン ペ ー ジ に 推 奨

ブ ラ ウ ザ を 記 載 す る こ

と に し ま し た 。  



 130 

N o . 9 共 通 ： 警 告 メ ッ セ ー ジ の 表 示 に つ い て  

 

 

 

 

 

 

 

N o . 1 0 準 備 段 階 （ C） 設 問 1： H A C C P プ ラ ン の タ イ プ に つ い て  

 
o r  

 
 

 

N o . 11 準 備 段 階 （ G） 設 問 2： フ ロ ー 図 の ア ッ プ ロ ー ド に つ い て  

 

 

次 の ペ ー ジ に 進 む 際 に 、入 力 内 容 を 保 存 せ ず に 進 ん で し ま う と 、

せ っ か く 入 力 し て い た 内 容 が 破 棄 さ れ て し ま う た め 、 保 存 を せ

ず に 次 に 進 も う と し た 場 合 に 限 り 警 告 メ ッ セ ー ジ を 表 示 さ せ 、

保 存 し 忘 れ を 防 止 で き る よ う に し ま し た 。  

当 初 「 線 形 」

o r「 モ ジ ュ ー

ル 式 」 だ っ た

も の を 、 よ り

わ か り や す く

す る た め 内 容

の 修 正 を 行 な

い ま し た 。  

ユ ー ザ ー の 多 く は フ ロ ー 図 を エ

ク セ ル で 作 る だ ろ う と い う 豊 福

先 生 の 助 言 の も と 、 ペ イ ン ト を

使 っ て エ ク セ ル フ ァ イ ル を

J P E G に 変 換 す る 方 法 を 手 引 書

に 記 載 し ま し た 。  
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N o . 1 3 原 則 （ 2）： 選 択 内 容 の リ セ ッ ト ボ タ ン の 追 加  

 

 

 

N o . 1 4 原 則 （ 4） 設 問 3： 設 問 内 容 に つ い て  

 

 

 

 

 

 

 

一 度「 は い 」か「 い い え 」を 選

択 し て し ま う と 、ど ち ら か が 必

ず 選 択 さ れ た 状 態 に な っ て し

ま い 、選 択 の 必 要 が な か っ た 設

問 に 内 容 が 残 っ て し ま う こ と

が 混 乱 を 招 い て い ま し た 。そ こ

で 選 択 内 容 を リ セ ッ ト で き る

ボ タ ン を 追 加 し 、さ ら に 、手 引

書 に は 矛 盾 と な る 例 を 記 述 し

ま し た 。  

豊 福 先 生 よ り ア ド バ イ ス を

い た だ き 、 よ り わ か り や す く

す る た め 設 問 内 容 の 修 正 を

行 な い ま し た 。  
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N o . 1 5、 N o . 1 6 原 則 （ 5） 設 問 4、 5： 設 問 内 容 に つ い て  

 

 

 

 

 

N o . 1 7 原 則 （ 7） 設 問 1： 選 択 内 容 に つ い て  

 

豊 福 先 生 よ り ア ド バ イ ス を

い た だ き 、 よ り わ か り や す く

す る た め 設 問 内 容 の 修 正 を

そ れ ぞ れ 行 い ま し た 。  

豊 福 先 生 よ り ア ド バ イ

ス を い た だ き 、 よ り わ

か り や す く す る た め 設

問 内 容 の 修 正 を 行 い ま

し た 。  
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３ ） そ の 他  ユ ー ザ ー 画 面 ア イ コ ン デ ザ イ ン  

 
■TryHACCP　潜在的危害要因アイコン一覧（2016.12.9）

　潜在的危害要因となりうる各項目に対応したアイコンは、下記となります。

＜生物学的＞
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＜化学的＞
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＜物理的＞ ＜アレルゲン＞
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■ 第 4 章 開発の経過 
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４ ． １  シ ス テ ム 開 発 ス ケ ジ ュ ー ル  

2016年
10月 11月 12月

調査・研究
要件定義
開発
リリース

 

 

検 討 経 過  

○ 平 成 2 8 年  

1 0 月 6 日  開 発 検 討 会 議  

 11 月 1 0 日  開 発 経 過 報 告  

 1 2 月 1 日  報 告 作 成 に 向 け た 確 認  
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■ 第 5 章 開発結果 
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５ ． １   試 験 利 用 向 け の 開 発 に 至 る ま で  

１ ） シ ス テ ム の 試 験 利 用 の た め に 、 必 要 機 能 の 整 理 、 プ ロ ト タ イ プ

の 課 題 抽 出 、 そ し て 利 用 性 （ ユ ー ザ ビ リ テ ィ ） 向 上 の た め の 画

面 内 容 の 精 査 を 実 施 。  

  ユ ー ザ ビ リ テ ィ の 観 点 か ら ア イ コ ン デ ザ イ ン も 見 直 し 。  

２ ）ク ラ ウ ド 環 境 で の 追 加 /修 正 開 発 の 実 施 。特 に 、画 面 内 の ガ イ ド

に つ い て は 、 繰 り 返 し 検 討 を 行 う 。  

３ ） 各 開 発 対 象 の 試 験 と 検 証 を 実 施 。  

４ ） 上 記 １ ） ～ ３ ） を 経 て 、 手 順 書 へ の 必 要 部 分 の 反 映 を 行 う 。  

 

５ ． ２  試 験 利 用 シ ス テ ム か ら 考 え ら れ る 利 用 メ リ ッ ト  

１ ） 画 面 デ ザ イ ン の レ ベ ル か ら 手 を 入 れ た た め 、 よ り 理 解 し や す い

構 成 と な っ た 。  

２ ） 日 本 の 事 業 者 向 け に 文 言 が 整 理 出 来 た た め 、 既 存 の H A C C P と

の 取 組 み と の 整 合 性 が 向 上 し た 。  

３ ） 複 数 ユ ー ザ ー か ら の ク ラ ウ ド 上 で の P D F 出 力 を 確 実 に し た た

め 、 文 書 と し て の 提 出 が よ り 便 利 に な っ た 。  

４ ） H A C C P プ ラ ン の 評 価 方 法 の ア イ コ ン の 見 直 し で 視 覚 的 に も 、  

  作 成 結 果 が よ り 判 別 し や す く な っ た 。  
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■ 第 6 章 考察及び今後の課題 
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６ ． １   考 察  

  本 試 験 利 用 シ ス テ ム は 、 広 範 な 地 域 か ら 、 複 数 の ユ ー ザ ー の ア ク  

セ ス に よ る ク ラ ウ ド 環 境 で の H A C C P プ ラ ン 作 成 を 確 実 に す る と い  

う テ ー マ を 以 て 、 そ の 実 現 を 開 発 成 果 と し た 。  

ま た 、 前 年 の プ ロ ト タ イ プ 開 発 に も 掲 げ た 、 中 小 企 業 で の 入 力 作 業  

内 容 の レ ベ ル を 標 準 化 で き る と い う 点 を 、 プ ロ ト タ イ プ で の 課 題 を  

整 理 、 見 直 し を 行 っ た 事 か ら 更 に 改 善 で き た も の と 考 え る 。  

こ こ で は 、画 面 デ ザ イ ン と 機 能 の マ ッ チ ン グ か ら 、以 下 の 効 果 が 得  

ら れ た も の と 考 え る 。  

 

１ ）文 言 と ガ イ ド の 改 善 か ら ユ ー ザ ー に と っ て 次 の 画 面 動 作 を 認 識  

  さ せ 、 計 画 文 書 を ク ラ ウ ド 環 境 に 保 存 す る 事 を 確 実 に し た 。  

２ ） 危 害 要 因 ア イ コ ン を そ の 内 容 や 区 別 を 直 感 的 に 理 解 し や す く 、

視 認 性 も 高 め た 事 で 、 H A C C P の 実 施 を 促 す 表 示 機 能 を 確 立 し

た 。  

３ ） プ ロ ト タ イ プ で の 誤 操 作 に よ る エ ラ ー に つ い て 、 誤 操 作 を 防 ぐ  

  改 善 を 行 い 、 H A C C P プ ラ ン 作 成 へ の ス ト レ ス を 減 じ る 仕 組 み

と な っ た 。  

 

６ ． ２   今 後 の 課 題  

１ ） 実 用 面  

   今 後 大 多 数 ユ ー ザ ー 利 用 と な っ た 場 合 に 、 ご く 短 時 間 に 、 一 斉

ロ グ イ ン に よ る シ ス テ ム 処 理 の ク ラ ウ ド 環 境 へ の 若 干 の チ ュ ー

ニ ン グ が 必 要 と な る 可 能 性 が あ る 。  

２ ） 拡 張 面  

       プ ロ ト タ イ プ で の 報 告 書 同 様 、ク ラ ウ ド で の 拡 張 面 は 確 保 で き  

る が 、実 運 用 時 の シ ス テ ム の 作 成 中 、作 成 済 デ ー タ の バ ッ ク ア

ッ プ は 、い ず れ 異 な る ク ラ ウ ド 環 境 に も 待 機 さ せ て 不 測 の 事 態

を 避 け ら れ る 方 が 望 ま し い と 考 え る 。  

３ ） 運 用 面  

ユ ー ザ ー 登 録 の We b で の 画 面 登 録 を 可 能 に し た が 、ユ ー ザ ー

受 付 な ど も ク ラ ウ ド で 簡 便 な も の を 用 意 出 来 れ ば 運 用 面 も 向 上

す る も の と 考 え る 。  
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■ 付録  
利用手引き（28 年度最新版）  
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デ ュ ア ル カ ナ ム 株 式 会 社  

 

Try H A CCP 利 用 手 引 き  
 

 

１ ．  ロ グ イ ン 画 面  

 

 

 

 

U R L：

h t t p s : / / t r y h a c c p . a p p

s p o t . c o m / L o g i n S e r v l

e t  

 

ユ ー ザ ー I D、 パ ス ワ

ー ド を 入 力 し て 、

Tr y H A C C P に ロ グ イ

ン し ま す 。  

 

※ ブ ラ ウ ザ は 、  

G o o g l e  C h r o m e、

F i r e f o x の 最 新 版 を 推

奨 い た し ま す 。  

入 力 内 容 に 誤 り が

あ る 場 合 は エ ラ ー

と な り ま す 。  



 144 

２ ．  メ ニ ュ ー 画 面  

 

 
 

３ ．  概 要  

 

新 規 で H A C C P を 作

成 す る か 、前 回 作 成

し た 続 き か ら 再 開

す る か を 選 択 し ま

す 。  

新 規 作 成 を 選 ん だ

場 合 に 表 示 さ れ る 、

Tr y H A C C P の 概 要

を ま と め た ペ ー ジ

で す 。  

オ プ シ ョ ン と し て 、

作 業 中 の H A C C P の

コ ピ ー や 、削 除 が で

き ま す 。  
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４ ．  準 備 段 階 （ イ ン ト ロ ）  

 

 

 

 

H A C C P の 名 称 を 記

入 し 、準 備 段 階 の 内

容 に つ い て 説 明 し

て い ま す 。  

す で に 使 用 し て い

る 名 称 を 記 入 す る

と 、エ ラ ー が 表 示 さ

れ ま す 。  
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５ ．  準 備 段 階 （ A）「 前 提 と な る 食 品 衛 生 要 件 」  

 

 

 

こ こ で は 前 提 条 件

と し て 、食 品 の 衛 生

要 件 を 検 討 し ま す 。 

各 質 問 の 入 力 が 完

了 し た ら 、［ 入 力 内

容 を 保 存 ］ し ま す 。 
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保 存 ボ タ ン を 押 下

時 に 入 力 内 容 に 不

備 が あ る と 、画 面 上

部 に エ ラ ー が 表 示

さ れ ま す 。  

保 存 を 押 さ ず に 次 に 進 も う

と し た 際 に は 、そ の ま ま 進 ん

で 良 い か を 確 認 す る メ ッ セ

ー ジ が 表 示 さ れ ま す 。  

（ 保 存 し 忘 れ に よ り 再 度 入

力 す る こ と を 防 止 し ま す 。）  
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６ ．  準 備 段 階 （ B）「 マ ネ ジ メ ン ト の コ ミ ッ ト メ ン ト を 得 る 」  

 

 

 

７ ．  準 備 段 階 （ C）「 プ ラ ン 対 象 の 明 確 化 」  

 

こ こ で は H A C C P 研

究 に 対 す る マ ネ ジ

メ ン ト か ら の サ ポ

ー ト に つ い て 記 入

し ま す 。  

こ こ で は H A C C P プ

ラ ン の 対 象 を 明 確

に し ま す 。  
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設 問 の 後 ろ に あ る

“（ ？ ）”に カ ー ソ ル

を 当 て る と 、入 力 の

た め の ヒ ン ト が 表

示 さ れ ま す 。  
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H A C C P プ ラ ン が カ

バ ー す る 危 害 要 因

を 選 択 し ま す 。（ 物

理 的 ・ 化 学 的 ）  
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H A C C P プ ラ ン が カ

バ ー す る 危 害 要 因

を 選 択 し ま す 。（ 生

物 学 的 ・ ア レ ル ゲ

ン ）  
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８ ．  準 備 段 階 （ D）「 H A C C P チ ー ム メ ン バ ー の 人 選 」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ こ で は H A C C P プ

ラ ン の 作 成 に 必 要

な メ ン バ ー を 人 選

し ま す 。  

メ ン バ ー が 複 数 い

る 場 合 は 、入 力 欄 を

増 や し て さ ら に メ

ン バ ー の 情 報 を 入

力 し ま す 。  
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９ ．  準 備 段 階 （ E）「 製 品 の 記 述 」  

 

 

１ ０ ． 準 備 段 階 （ F）「 意 図 さ れ た 使 用 法 の 確 認 」  

 

こ こ で は H A C C P 対

象 の 製 品 の 情 報（ 原

料 や 包 装 、 保 管 方

法 、 賞 味 期 限 な ど ）

を ま と め ま す 。  

こ こ で は 製 品 を 利

用 す る 対 象 者 と 、使

用 法 に つ い て ま と

め ま す 。  
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１ １ ． 準 備 段 階 （ G）「 フ ロ ー 図 の 作 成 」  

 

 

 
 

 

こ こ で は 製 品 の 製

造 や 加 工 の 工 程 を

ま と め た フ ロ ー 図

を ア ッ プ ロ ー ド し

ま す 。  

ア ッ プ ロ ー ド す る

フ ロ ー 図 の フ ァ イ

ル タ イ プ は 、 J P E G

に 対 応 し て い ま す 。 

 

※ エ ク セ ル で 作 成

し た フ ロ ー 図 を

J P E G に 変 換 す る 方

法 に つ い て は 、【 付

録 】 を 参 照 く だ さ

い 。  
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１ ２ ． 準 備 段 階 （ H）「 フ ロ ー 図 の 現 場 確 認 」  

 

 

１ ３ ． 準 備 段 階 （ レ ビ ュ ー ）  

 

こ こ で は 先 ほ ど の

フ ロ ー 図 が 正 し い

か ど う か の 確 認 を

行 い ま す 。  

こ こ で こ れ ま で の

入 力 内 容 に つ い て 、

修 正 が 必 要 な ペ ー

ジ を 確 認 し ま す 。  
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１ ４ ． 原 則 （ イ ン ト ロ ）  

 

 

 

１ ５ ． 原 則 （ 1 . 1）「 潜 在 的 危 害 要 因 を 特 定 し リ ス ト 化 す る 」  

 
 

 

 

 

こ こ で は 原 則 パ ー

ト の 内 容 に つ い て

説 明 し て い ま す 。  

こ こ で は 特 定 の 工

程 段 階 で 予 想 さ れ

る 危 害 要 因 を ま と

め ま す 。  
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予 想 さ れ る 危 害 要

因 を リ ス ト の 中 か

ら 選 ん で い き ま す 。 

ス テ ッ プ が 複 数 あ

る 場 合 は 追 加 を し 、

各 工 程 で 発 生 し う

る 危 害 要 因 を ま と

め て い き ま す 。  
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１ ６ ． 原 則 （ 1 . 2）「 危 害 要 因 分 析 の 実 施 」  

 

 

 

 

 

こ こ で は 先 ほ ど 挙

げ た 危 害 要 因 の 説

明 と 、重 篤 性 や 起 こ

り や す さ を 評 価 し

ま す 。  

評 価 し た 危 害 要 因

は グ ラ フ 化 さ れ 、特

に 危 険 な 要 因 を 導

き ま す 。  
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各 々 の 菌 や ア レ ル

ゲ ン に 対 応 す る ア

イ コ ン を 作 成 し 、わ

か り や す く 表 現 し

ま し た 。  
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１ ７ ． 原 則 （ 1 . 3）「 管 理 措 置 を 特 定 」  

 
 

１ ８ ． 原 則 （ 2）「 重 要 管 理 点 の 決 定 」  

 

 

こ こ で は 赤 枠 内 に

入 っ た 危 害 要 因 を

予 防 す る た め の 措

置 を 記 入 し ま す 。  

こ こ で 危 害 要 因 が

重 要 管 理 点 と な る

か ど う か を 確 認 し

ま す 。  

選 択 内 容 に 矛 盾 が

あ る と 、解 消 す る よ

う エ ラ ー が 表 示 さ

れ ま す 。  
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１ ９ ． 原 則 （ 3）「 管 理 基 準 （ 許 容 限 界 ） の 設 定 」  

 

 

 

 

こ こ で は 重 要 管 理

点 と な っ た 危 害 要

因 に つ い て 、管 理 基

準（ 許 容 限 界 ）を 設

定 し ま す 。  

例 え ば こ の 図 の よ

う に 、  

質 問 の 回 答 で「 重 要

管 理 点 で す 」と な っ

た に も 関 わ ら ず 、最

後 の「 こ の 危 害 要 因

は 重 要 管 理 点 か 」と

い う 問 い に 「 い い

え 」 を 選 ん だ 場 合 、

結 果 が 矛 盾 す る た

め 保 存 時 に 先 ほ ど

の エ ラ ー が 表 示 さ

れ ま す 。  
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２ ０ ． 原 則 （ 4）「 モ ニ タ リ ン グ シ ス テ ム の 設 定 」  

 

 

 

 

２ １ ． 原 則 （ 5）「 改 善 （ 是 正 ） 措 置 計 画 の 設 定 」  

 

 

 

こ こ で は モ ニ タ リ

ン グ シ ス テ ム の 設

定 に つ い て ま と め

ま す 。  

こ こ で は モ ニ タ リ

ン グ 結 果 に よ り 重

要 管 理 点 が 制 御 不

能 に な っ た と き に

取 ら れ る 、改 善 措 置

計 画 に つ い て 設 定

し ま す 。  
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２ ２ ． 原 則 （ 6）「 検 証 と レ ビ ュ ー 」  

 

 

 

 

２ ３ ． 原 則 （ 7）「 ド キ ュ メ ン ト 管 理 、 記 録 管 理 を 設 定 」  

 

 

 

こ こ で は 検 証 の 方

法 に つ い て ま と め

て い き ま す 。  

こ こ で は ド キ ュ メ

ン ト 管 理 や 記 録 管

理 に つ い て ま と め

ま す 。  
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２ ４ ． 原 則 （ レ ビ ュ ー ）  

 
 

２ ５ ． H A C C P の 完 了  

 

 

 

 

 
 

準 備 段 階 と 同 様 、原

則 パ ー ト の 入 力 内

容 に 問 題 が な い か 、

確 認 し ま す 。  

す べ て 問 題 が な け

れ ば 、 H A C C P を 完

了 さ せ ま す 。  
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P D F 出 力 の ボ タ ン

を 押 せ ば 、P D F が 出

力 さ れ ま す 。  

［ H A C C P を 完 了 す

る ］ を 押 す こ と で 、

メ ニ ュ ー 画 面 の ス

テ ー タ ス が 、「 完 了 」

に 変 わ り ま す 。  
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【 付 録 】 エ ク セ ル で 作 成 し た フ ロ ー 図 を 、 J P E G に 変 換 す る 方 法  

 

①  エ ク セ ル で 作 成 し た フ ロ ー 図 を 開 き ま す 。  

 

 

②  J P E G に 変 換 し た い 範 囲 を 選 択 し 、 コ ピ ー を し ま す 。  
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③  「 ペ イ ン ト 」 を 起 動 し ま す 。  

※ ス タ ー ト → す べ て の プ ロ グ ラ ム → ア ク セ サ リ → ペ イ ン ト  

 

 

④  コ ピ ー し た フ ロ ー 図 を 貼 り 付 け ま す 。  
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⑤  「 名 前 を 付 け て 保 存 」 を す る 際 に 、「 J P E G 画 像 」 を 選 択 し ま す 。  

 

 

 

以 上 で 作 業 は 終 了 で す 。  
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■ 試験利用後のまとめ  
 



 170 

 

Tr y H A C C P の 試 験 利 用 に 際 し 、弊 社 札 幌 セ ン タ ー に て 主 に 食 品 の 商 品

カ ル テ や ア レ ル ゲ ン に 精 通 し て い る 職 員 、 お よ び 生 活 協 同 組 合 コ ー プ

さ っ ぽ ろ の 品 質 管 理 室 に 所 属 す る 職 員 に ご 協 力 い た だ き 、約 1 ヶ 月 間

操 作 し て も ら っ た 。  

 

2 0 1 7 年 1 月 2 6 日 （ 木 ）、 コ ー プ さ っ ぽ ろ 発 寒 本 部 に て 、 上 記 の 職 員

に 加 え て 日 佐 先 生 、 豊 福 先 生 に も 同 席 い た だ き 、 約 5 時 間 に 渡 り

Tr y H A C C P を 使 っ て み て の 感 想 や 意 見 を 伺 っ た 。ま た 事 前 に 配 布 し て

い た ア ン ケ ー ト に も 回 答 を も ら い 、 内 容 を 確 認 し た 。  

 

基 本 的 に 入 力 ・ 選 択 内 容 に 対 し て エ ラ ー と す る 基 準 や 、 こ の 設 問 は 回

答 必 須 か 、そ う で な い か と い う 判 断 は 、英 語 版 M y H A C C P の 仕 様 に 合

わ せ た と こ ろ が 研 究 の 主 題 で あ る 。  

試 験 利 用 で は 、 修 正 が 必 要 と な る 箇 所 の 指 摘 、 及 び 、 一 部 M y H A C C P

と は 異 な る 日 本 ユ ー ザ 向 け の 設 問 を 作 成 し て い る と こ ろ や 、 欧 州 と 従

来 の 日 本 の 考 え 方 の 差 異 が あ る と の 感 想 か ら 、 理 解 を 深 め る た め の そ

の 他 要 望 や 、 個 別 に 、 一 部 の 仕 様 や 表 現 の 変 更 も 考 え ら れ る の で は と

い う 意 見 も 出 て き た 。 そ の た め 、 そ れ ら の 意 見 を 今 後 の 課 題 と し 、 一

旦 ま と め る 事 と し た 。  

 

① 試 験 利 用 で 挙 が っ た 修 正 指 摘  

※ 詳 細 は P 6 8～ P 7 0 の 「 修 正 依 頼 一 覧 」 を 参 照  

 ・「 化 学 」が「 科 学 」に な っ て い る と い っ た 、基 本 的 な 用 語 の 文 言 修

正  

 ・ 選 択 項 目 を よ り わ か り や す く す る た め の 、 文 言 を 修 正  

・入 力 し た 内 容 が 一 部 P D F に 反 映 さ れ な い と い っ た 、既 存 バ グ の 指

摘  

→  こ れ ら に つ い て は 、 で き る だ け 速 や か に 修 正 を 行 っ た 。  

 

② そ の 他 要 望  

 ・ Tr y H A C C P に つ い て 説 明 し た 概 要 の ペ ー ジ の 文 言 に つ い て 、改 め

て 内 容 を 確 認 す る 必 要 が あ る か も し れ な い  

 ・ M y H A C C P に あ る よ う な 、 各 セ ク シ ョ ン の 詳 細 を 説 明 し た ヘ ル プ

ペ ー ジ が 必 要 で は な い か  

→  こ れ ら に つ い て は 、日 佐 先 生 、豊 福 先 生 に 改 め て ご 確 認 い た だ き 、

必 要 と 判 断 さ れ れ ば 文 言 の 修 正 と 、 ヘ ル プ ペ ー ジ の 追 加 を 行 う 。 
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③ 仕 様 や 表 現 へ の 意 見  

・「 各 カ テ ゴ リ ー か ら 選 ん だ 危 害 要 因 が 、そ れ ぞ れ ど の よ う な 状 態 な

の か を 述 べ る 必 要 が あ る の で は な い か 。（ 例 え ば“ 物 理 的 ”で あ れ

ば 、「 存 在 」「 混 入 」「 残 存 」の ど の 状 態 な の か を 選 ば せ る 必 要 が あ

る の で は な い か ）」  

 ・「 ス テ ッ プ の 追 加 と 削 除 に つ い て 、現 状 一 番 下 に［ 追 加 ］ボ タ ン と

［ 削 除 ］ ボ タ ン が あ る が 、 上 か ら 順 番 通 り で あ る 方 が 見 や す く 、

さ ら に 後 に な っ て 間 に 追 加 や 削 除 が 発 生 し 得 る の で 、 ど こ か ら で

も ス テ ッ プ の 追 加 や 削 除 が で き る と 良 い 」  

 ・「 潜 在 的 な 危 害 要 因 を 選 択 し た と き に 、な ぜ そ の 項 目 が 危 害 要 因 と

な り 得 る と 判 断 し た の か 、 そ の 根 拠 を 記 入 す る 欄 が 新 た に 必 要 な

の で は な い か 」  

→  こ れ ら に つ い て は 一 旦 マ ニ ュ ア ル 等 で の 対 応 と す る こ と で ま と め

と し た 。  

 

＜ ア ン ケ ー ト に 書 か れ て い た 回 答 と そ れ に 対 す る 考 察 ＞  

◇ Tr y H A C C P の 内 容 に つ い て  

 ・「 シ ス テ ム の 利 用 対 象 者 レ ベ ル が ど の 程 度 を 想 定 し て い る の か 、よ

く わ か ら な か っ た 。  

  H A C C P の 教 育 を 受 け て か ら が 良 い と 思 う 。」  

 ・「 画 面 に 誘 導 さ れ て 入 力 し て い る の で 、事 前 に ま と め ず に 、思 い 込

み で 入 力 を 進 め る こ と が で き て し ま う 。」  

→  Tr y H A C C P は H A C C P の 教 育 を 前 提 と し て 、ど の よ う な 人 を 対 象

と し た も の な の か 、 事 前 に は っ き り と 明 記 し て お く の は 適 切 で あ

る 。  

 

◇ Tr y H A C C P の 操 作 に つ い て  

 ・「 各 工 程 の 潜 在 的 危 害 要 因 を 選 択 す る と こ ろ で 、そ の 工 程 で は 危 害

要 因 は な い に も 関 わ ら ず 、 何 か を 選 択 し な い と エ ラ ー に な る 。

（『 そ の 他 』 を 選 択 し 『 な し 』 と 書 く 必 要 が 出 て く る ）」  

→  生 物 的 、 化 学 的 、 物 理 的 、 ア レ ル ゲ ン の 各 カ テ ゴ リ ー に お い て 、

M y H A C C P で は 少 な く て も ど こ か か ら 1 つ は 選 択 し な い と エ ラ ー

と な る 仕 様 に な っ て い た 。Tr y H A C C P も そ れ に 合 わ せ て 作 っ て い

た が 、こ こ 日 本 で は 1 つ も 選 択 さ れ な い パ タ ー ン が 存 在 し 得 る と

い う こ と が 分 か っ た の で 、 マ ニ ュ ア ル で の 対 応 と す る 。  
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 ・「『 完 了 』と な っ た ス テ ー タ ス の 入 力 内 容 を 確 認 す る た め に は 、［ 内

容 を 変 更 す る ］を 押 す 必 要 が あ り 、そ れ を 押 す と ス テ ー タ ス が『 作

業 中 』 に 戻 っ て し ま う 」  

→  一 度 『 完 了 』 と な っ た も の で も 、 定 期 的 に 内 容 の 確 認 、 修 正 を し

て も ら い た い と い う 考 え か ら 、 該 当 の 作 業 を 開 い た 時 点 で ス テ ー

タ ス が 『 作 業 中 』 に 戻 る よ う に し て い る 。  

  内 容 の 修 正 が な く て も 最 後 に ［ H A C C P を 完 了 す る ］ を 押 し て 、

ス テ ー タ ス を 手 動 で 『 完 了 』 に し て も ら い た い 。 な お ［ 内 容 を 変

更 す る ］ を 押 さ な く て も 、 オ プ シ ョ ン 機 能 の 「 ダ ウ ン ロ ー ド 」 を

実 行 で P D F を 出 力 し 、 そ の 内 容 を 確 認 し て も ら う よ う に す れ ば 、

ス テ ー タ ス が 『 完 了 』 の 状 態 を 保 つ こ と が で き る 。 こ ち ら も マ ニ

ュ ア ル 等 で の 対 応 と す る 。  
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【 参 考 】 Tr y H A C C P 各 ス テ ッ プ の 説 明 に つ い て  

 

 Tr y H A C C P 内 の 「 準 備 段 階 」（ A～ H の 8 段 階 ） と 、「 原 則 」（ 1 . 1～ 7

の 9 段 階 ） の 各 ス テ ッ プ の 詳 細 に つ い て 以 下 に 説 明 す る 。  

こ れ を Tr y H A C C P を 始 め る 前 に 事 前 に 目 を 通 し て お け ば 、作 業 へ の 取

り 掛 か り や す さ を 期 待 で き る 。  
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① 準 備 段 階 A :前 提 と な る 食 品 衛 生 要 求 事 項  

 

H A C C P に 基 づ く 食 品 安 全 コ ン ト ロ ー ル を 適 用 す る 前 に 、 食 品 衛 生 の

前 提 と な る 食 品 衛 生 要 件 を 考 え る べ き で あ る 。  

 

前 提 と な る 食 品 衛 生 要 件 と は 何 を 意 味 す る の か ？   

あ な た が 作 成 し よ う と し て い る H A C C P に 基 づ く 食 品 安 全 コ ン ト

ロ ー ル は 、 あ な た の ビ ジ ネ ス 、 工 程 及 び 製 品 に 特 有 な も の で あ る 。 ま

た 、 多 く の 食 品 事 業 者 が 必 要 と さ れ る 共 通 的 な コ ン ト ロ ー ル も あ る 。

こ れ ら の 前 提 と な る プ ロ グ ラ ム は 、 あ な た の 事 業 に 特 有 な H A C C P に

基 づ く コ ン ト ロ ー ル を 実 施 す る 前 に 実 施 さ れ て い る 必 要 が あ り 、 こ れ

ら を 前 提 条 件 プ ロ グ ラ ム と 呼 ぶ 。  

ハ ザ ー ド の な か に は 、工 程 の い く つ か の ス テ ッ プ で 発 生 す る も の（ 特

定 の １ つ の ス テ ッ プ で 発 生 す る も の で は な い も の ） や 、 施 設 中 で 発 生

す る 可 能 性 の あ る も の が あ る 。こ れ ら の ハ ザ ー ド は 多 く の 場 合 、“ 一 般

的 な ”、前 提 と な る 衛 生 要 件（ 例 、そ 族 昆 虫 の コ ン ト ロ ー ル 、ト レ ー ニ

ン グ 、 優 良 衛 生 規 範 ） で コ ン ト ロ ー ル さ れ る 。  

こ れ ら の ハ ザ ー ド の コ ン ト ロ ー ル は H A C C P の 前 提 要 件 で あ り 、 コ

ン ト ロ ー ル メ カ ニ ズ ム は 、 前 提 条 件 プ ロ グ ラ ム と 呼 ば れ て い る 。 こ の

前 提 条 件 プ ロ グ ラ ム は ベ ー ス と な る 環 境 や 作 業 の 状 態 が 安 全 な 食 品 の

生 産 に と っ て 適 切 で ふ さ わ し い か を 保 証 す る 上 で 不 可 欠 で あ る 。  

も し 、 前 提 と な る 食 品 衛 生 要 件 が 効 果 的 に 実 施 さ れ 、 管 理 さ れ て い れ

ば 、 H A C C P シ ス テ ム を 支 え る 。  

 

ど の よ う に こ の ス テ ー ジ を 達 成 す る か ？  

H A C C P プ ラ ン を 作 成 す る 前 に 、 一 般 的 な ハ ザ ー ド を コ ン ト ロ ー ル

す る た め に 、 会 社 は 前 提 と な る 食 品 衛 生 要 件 が 実 施 さ れ て い る か 確 認

す べ き で あ る 。  

典 型 的 な 前 提 と な る 食 品 衛 生 要 件 の リ ス ト が 準 備 段 階 A に 掲 載 さ れ

て い る 。 こ の リ ス ト は 網 羅 的 な も の で は な い の で 、 ほ か に コ ン ト ロ ー

ル が 必 要 な ビ ジ ネ ス エ リ ア を 検 討 し な け れ ば な ら な い 。 ほ か に 特 定 さ

れ た 前 提 と な る 食 品 衛 生 要 件 は 追 加 す べ き で あ る 。  

あ な た が 特 定 し た 、 各 々 の 前 提 と な る 食 品 衛 生 要 件 に お い て 検 討 す

べ き フ ァ ク タ ー は 以 下 を 含 む 。（ こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。）：  

 

1 .  実 際 に 実 施 し て い る 前 提 条 件 プ ロ グ ラ ム を 明 確 に す る .  

2 .  ど の よ う に 、い つ 、誰 に よ っ て 前 提 条 件 プ ロ グ ラ ム は チ ェ ッ ク さ れ
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て い る か ？  

※ チ ェ ッ ク 頻 度 は 食 品 事 業 の 性 質 及 び サ イ ズ に よ っ て 影 響 さ れ

う る し 、前 提 と な る 食 品 衛 生 要 件 の 性 質 に よ っ て も 変 わ り ま す 。 

3 .  前 提 と な る 食 品 衛 生 要 件 に お い て 、コ ン ト ロ ー ル が 失 わ れ て い る こ

と を 経 験 し た 場 合 、 ど ん な 改 善 措 置 を と る か ？  

4 .  だ れ が 前 提 と な る 食 品 衛 生 要 件 を レ ビ ュ ー し 、 そ の 頻 度 は ？  

5 .  何 を 文 書 に す る か ？  

 

す べ て の 前 提 と な る 食 品 衛 生 要 件 は 確 立 さ れ 、 完 全 に 実 施 さ れ 、 そ

の 実 施 状 態 の 記 録 及 び 検 証 の 記 録 は 文 書 で 保 管 さ れ て い る こ と が 期 待

さ れ る 。 前 提 と な る 食 品 衛 生 要 件 の 効 果 の 証 拠 は 維 持 す べ き で あ る 。  
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② 準 備 段 階 B:マ ネ ジ メ ン ト の コ ミ ッ ト メ ン ト を 得 る  

 

こ の 段 階 で は マ ネ ジ メ ン ト に よ る 、 継 続 中 の HACCP 計 画 実 施 に 対 す る

コ ミ ッ ト メ ン ト の 詳 細 を 明 ら か に す る 。  

 

小 規 模 V S 大 規 模 事 業  

小 規 模 事 業 で は 、 H A C C P チ ー ム の リ ー ダ ー は 多 く は マ ネ ー ジ ャ ー

（ 社 長 ） で あ り 、 こ の 場 合 に は 、 継 続 的 な H A C C P 実 施 を コ ミ ッ ト す

る の は マ ネ ー ジ ャ ー （ 社 長 ） の 責 任 で あ る 。  

大 企 業 で は 、 H A C C P チ ー ム リ ー ダ ー が H A C C P 実 施 に 必 要 な リ ソ

ー ス を 提 供 す る こ と を コ ミ ッ ト し て い る こ と を 確 認 す る 責 任 を 有 す る

こ と に な る 。  

 

ど の よ う に こ の ス テ ー ジ を 達 成 す る か ？  

H A C C P を 実 施 す る 前 に 、 マ ネ ジ メ ン ト は H A C C P プ ラ ン 作 成 、 実

施 及 び 維 持 に 必 要 な リ ソ ー ス を 提 供 す る こ と を コ ミ ッ ト し な け れ ば な

ら な い 。 マ ネ ジ メ ン ト に よ る 十 分 な マ ネ ジ メ ン ト コ ミ ッ ト メ ン ト に よ

っ て の み 、 H A C C P 作 成 は 効 果 的 に 実 施 さ れ る 。  

必 要 な リ ソ ー ス の 例 ：  

・  H A C C P プ ラ ン 作 成 を 行 う ス タ ッ フ が い る こ と  

低 リ ス ク の 原 材 料 を 用 い た 非 常 に ベ ー シ ッ ク な 製 品 で あ っ て も 、 時

間 の コ ミ ッ ト メ ン ト は 必 要 で あ ろ う 。 し か し 、 こ れ は あ な た の 製 品

が 安 全 で 、 問 題 が あ る と き に よ り 一 層 の 努 力 を 示 す こ と が で き る と

い う 配 当 が つ く 。 H A C C P に 関 与 し て い る す べ て の ス タ ッ フ が 食 品

安 全 の た め の H A C C P ア プ ロ ー チ を 継 続 し て い る こ と を よ く 認 識 し

て い る こ と が 重 要 で あ る 。  

  H A C C P プ ラ ン 作 成 に お け る 重 要 な 分 野 で 、 H A C C P メ ン バ ー が 調

査 研 究 す る の に 要 す る 時 間  (例 、工 程 段 階 に お け る 可 能 性 の あ る ハ

ザ ー ド ) .  

  会 議 へ の 出 席  (も し 十 分 な ス タ ッ フ が い れ ば ) .  

  ス タ ッ フ の ト レ ー ニ ン グ  

  必 要 な 場 合 に は 、 設 備 の 購 入  

 

コ ミ ッ ト メ ン ト は 継 続 的 で あ る 必 要 が あ る 。 あ な た の H A C C P に 基

づ く コ ン ト ロ ー ル は 、 製 品 、 工 程 の 変 化 ま た は 技 術 的 な 進 歩 を 考 慮 に

入 れ て い る か 、 レ ビ ュ ー し 続 け る 必 要 が あ る 。 最 新 の も の に し な け れ

ば な ら な い 。  
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③ 準 備 段 階 C： HACCP プ ラ ン の ス コ ー プ を 定 義 す る  

 

何 を HACC P プ ラ ン が カ バ ー す る か の サ マ リ ー 。 HACCP に 基 づ く コ ン ト

ロ ー ル が 重 要 な エ リ ア に 焦 点 を 絞 れ る よ う に 、 HACCP プ ラ ン の 対 象 を

明 確 に す る べ き で あ る 。  

 

ど の よ う に こ の ス テ ー ジ を 達 成 す る か ？  

以 下 の そ れ ぞ れ を 明 確 に す る :  

1 .  リ ニ ア ま た は モ ジ ュ ラ ー  H A C C P プ ラ ン か  

リ ニ ア H A C C P プ ラ ン は 原 材 料 か ら 最 終 製 品 の 出 荷 ま で カ バ ー す

る ひ と つ の プ ラ ン （ 通 常 は シ ン プ ル な シ ス テ ム ）。 一 方 、 モ ジ ュ ラ

ー H A C C P プ ラ ン は 複 数 の H A C C P プ ラ ン か ら な る 。（ 例 、原 材 料 に

１ つ 、１ つ の 生 産 ラ イ ン ま た は 製 品 に １ つ 、製 品 の 出 荷 に １ つ 。通

常 は よ り 複 雑 な シ ス テ ム /多 品 種 ）  

 

2 .  タ イ ト ル  

何 が H A C C P プ ラ ン で カ バ ー す る か 、何 の 製 品 ま た は 製 品 群 を 対 象

と し 、 工 程 の ラ イ ン ま た は ど ん な 製 造 活 動 を 含 む か （ 例 ： こ の

H A C C P プ ラ ン は ド ー ナ ッ ツ 、 ク リ ー ム ス ラ イ ス 、 チ ョ コ レ ー ト エ

ク レ ア ま た は マ フ ィ ン を 含 む 焼 き パ ン 製 品 を カ バ ー す る ）  

 

3 .  H A C C P プ ラ ン の 開 始 と 終 了 点  

H A C C P プ ラ ン は ど こ か ら 始 ま り （ 例 、 原 材 料 の 受 入 ）、 ど こ で 終

わ る か （ 製 品 の 出 荷 ま た は 喫 食 時 ）。 例  こ の H A C C P プ ラ ン は 製

品 の 受 入 で 始 ま り 、 出 荷 で 終 わ る 。 こ の 時 点 で 、 H A C C P プ ラ ン は

製 品 の 安 全 性 に 限 定 し て い る こ と を 表 明 す る こ と も で き る 。 ま た 、

明 確 な 流 通 、保 管 お よ び 製 品 使 用 の 指 示 が あ る 時 に は 、ど の 時 点 で

製 品 は 安 全 と 考 え る の か（ 出 荷 時 ま た は 喫 食 時 ）も 明 記 す べ き で あ

る 。  

 

4 .  ハ ザ ー ド  

調 査 し た 際 に 検 討 し た ハ ザ ー ド を 特 定 す る 。例 、生 物 、化 学 、物 理 、

ア レ ル ギ ー ま た は こ れ ら の 組 み 合 わ せ 。こ の 段 階 で 、あ な た の 製 品 、

工 程 、モ ジ ュ ー ル 及 び 対 象 と す る 消 費 者 グ ル ー プ に 関 連 性 の あ る も

の で あ る 。  

.  リ ス ト ア ッ プ す る の に 、多 す ぎ る 場 合 に は 、引 用 す る こ と も で き る 。  

・  微 生 物 ハ ザ ー ド  
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例  -  E . c o l i  0 1 5 7 ,  リ ス テ リ ア 属 菌 ,  サ ル モ ネ ラ 属 菌 ,  ボ ツ リ ヌ ス

毒 素 ,  黄 色 ブ ド ウ 球 菌 毒 素 .  

・ 化 学 的 ハ ザ ー ド  

例  -腐 食 剤 や 洗 剤 の 残 留 、 残 留 農 薬   

・ 物 理 的 ハ ザ ー ド  

例  –  ガ ラ ス 、 硬 質 プ ラ ス チ ッ ク ,  金 属 ,  石  

5 .  H A C C P プ ラ ン は 他 の 文 書 で サ ポ ー ト さ れ る こ と も あ る 。  (例 .  効

果 的 な 前 提 条 件 プ ロ グ ラ ム ) .  こ れ ら は リ ス ト 化 す る か 、 引 用 文 献

を つ け る 。  

 

6 .  H A C C P プ ラ ン を 作 成 す る の に 用 い た 情 報 源 は 記 録 す る 。  

  例 .関 連 す る 法 規 文 書 （ 食 品 衛 生 法 、 食 品 等 の 規 格 基 準 ）  

  衛 生 規 範  

  H A C C P 手 引 き 書  

  C o d e x 食 品 衛 生 の 一 般 原 則   等  
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④ 準 備 段 階 D： HACCP チ ー ム メ ン バ ー を 選 ぶ  

 

HACCP プ ラ ン を 作 成 す る た め に は 技 術 的 デ ー タ の 収 集 と 評 価 が 必 要 で

あ る 。 こ の 責 任 を 有 す る チ ー ム は 必 要 な 技 術 と 経 験 を 有 す る べ き で あ

る 。  

 

小 規 模 V S 大 規 模 事 業  

小 規 模 事 業 者 は 、H A C C P チ ー ム の 多 く の 役 割 を 同 一 人 物 が 担 う か 、

食 品 事 業 者 が H A C C P に 基 づ く コ ン ト ロ ー ル を 自 分 た ち で 作 成 す る こ

と に な る 。  

小 規 模 事 業 者 は H A C C P プ ラ ン を 作 成 し 、 実 施 し 、 維 持 す る の に 必

要 な 専 門 的 知 識 が 社 内 に な い こ と も 多 い 。 小 規 模 事 業 者 は H A C C P プ

ラ ン の 所 有 権 を 有 す る 際 に 、 外 部 の ア ド バ イ ス を 得 る か （ 例 、 コ ン サ

ル タ ン ト か ら ） 否 か を 決 め る こ と は 必 要 不 可 欠 で あ る 。  

大 企 業 で あ れ ば 、 H A C C P プ ラ ン の 作 成 、 実 施 は 必 要 な 技 量 を 有 す

る 、 多 く の 専 門 知 識 を 有 す る チ ー ム で （ 可 能 で あ れ ば 、 い ろ ん な 役 職

の メ ン バ ー に よ る ） 作 成 さ れ る こ と が 推 奨 さ れ る 。 大 企 業 で あ れ ば 、

必 要 な 技 量 と 専 門 的 知 識 は 社 内 に あ り 、 種 々 の 役 割 を 分 担 す る こ と が

で き る 。 複 数 の H A C C P チ ー ム が 作 業 を し て い る 場 合 に は 、 H A C C P

コ ー デ ィ ネ ー タ ー が 指 名 さ れ 得 る 。  

 

ど の よ う に こ の ス テ ー ジ を 達 成 す る か ？  

大 企 業 で は H A C C P チ ー ム リ ー ダ ー が し ば し ば 、 H A C C P チ ー ム を

選 ぶ 責 任 を 有 す る 者 で あ る 。 適 切 な 知 識 、 経 験 、 能 力 及 び H A C C P の

理 解 の あ る チ ー ム メ ン バ ー の 選 任 は H A C C P の 成 功 上 非 常 に 重 要 で あ

る 。  

理 想 的 に は H A C C P チ ー ム は 以 下 の 重 要 な 役 割 か ら 構 成 さ れ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 183 

 チ ー ム メ ン バ ー  必 要 と さ れ る 技 能  

 チ ー ム リ ー ダ ー ：

H A C C P の 実 施 の 責 任

者  

H A C C P 及 び 工 程 の 技

術 的 知 識 、 プ ラ ン 作 成

の マ ネ ジ メ ン ト の 責

任 、 マ ネ ジ メ ン ト の 技

量 は 必 須  

大 規 模 施 設 に は 適

し た 役 割  

書 記 官  H A C C P の す べ て の 会

合 の ノ ー ト を と る 、

H A C C P プ ラ ン を 書 く

能 力 が あ る 。 通 常 は 技

術 / 品 質 管 理 の ス ペ シ

ャ リ ス ト で H A C C P の

知 識 を 有 す る 者  

大 規 模 施 設 に は 適

し た 役 割  

品 質 保 証 / 技 術 的 専 門

家  

H A C C P プ ラ ン の ス コ

ー プ で 特 定 さ れ た ハ ザ

ー ド 及 び 特 定 の 製 品 に

関 す る リ ス ク に 関 す る

十 分 な 理 解  

大 規 模 施 設 に は 適

し た 役 割  

製 品 の 専 門 家  工 程 に 関 す る 明 確 な 理

解 。 す べ て の シ フ ト パ

タ ー ン を 通 じ て 生 産 ラ

イ ン で 実 際 に 何 が お き

て い る か の 知 識 が

H A C C P プ ラ ン 作 成 に

は 必 須  

大 規 模 施 設 に は 適

し た 役 割  

エ ン ジ ニ ア  衛 生 的 な デ ザ イ ン 及 び

エ ン ジ ニ ア の 作 業 、 工

程 の 設 備 の 動 き 及 び メ

ン テ ナ ン ス に 関 す る 十

分 な 知 識  

大 規 模 施 設 に は 適

し た 役 割  

チ ェ ッ ク 担 当  H A C C P プ ラ ン を 改 良

す る こ と を 支 援 す る た

め 安 全 管 理 シ ス テ ム の

弱 点 、 並 び に 製 品 及 び

製 造 工 程 に つ い て 知 識

を 有 す る 者  
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 そ の 他  

衛 生 管 理 責 任 者 、 オ ペ

レ ー タ ー 、 容 器 包 装 の

専 門 家 、流 通 の 専 門 家 、

バ イ ヤ ー  

必 要 に 応 じ て 、 獣 医 公

衆 衛 生 、生 産 、微 生 物 、

公 衆 衛 生 、 食 品 工 学 、

環 境 衛 生 、 化 学 お よ び

エ ン ジ ニ ア リ ン グ の 専

門 家  

各 部 門 の 専 門 的 知 識 に

基 づ く ア ド バ イ ス  

 

コ ン サ ル タ ン ト： Tr y H A C C P に よ り H A C C P プ ラ ン 作 成 工 程 が う ま く

い く こ と を 期 待 す る が 、 コ ン サ ル タ ン ト が H A C C P プ ラ ン 作 成 に 役 立

つ こ と も あ る 。 コ ン サ ル タ ン ト が 必 要 な 科 学 的 / 技 術 的 知 識 及 び

H A C C P の 専 門 知 識 を 提 供 す る か も し れ な い が 、H A C C P シ ス テ ム の 所

有 権 及 び そ の 実 施 は 事 業 者 及 び 現 場 の チ ー ム リ ー ダ ー に か か っ て お り 、

彼 ら が H A C C P シ ス テ ム の 準 備 に 関 与 す る こ と は 最 重 要 で 、 日 々 の マ

ネ ジ メ ン ト 及 び H A C C P シ ス テ ム の 維 持 管 理 に は 必 須 で あ る 。  

 

責 任 ： チ ー ム メ ン バ ー の だ れ も が 、 チ ー ム の 他 の メ ン バ ー に 対 し 責 任

を 有 さ な い こ と が 望 ま れ る 。 そ う し な い と 、 実 際 に 問 題 に 対 し 感 じ て

い る こ と を 話 さ な い 可 能 性 が あ る か ら で あ る 。  

 

チ ー ム の サ イ ズ：従 業 員 1 0 名 以 下 の 小 規 模 施 設 な ら ば 1－ 2 名 、大 企

業 で あ れ ば 4－ 6 名 程 度 が 望 ま し い 。  

 

記 録 ： メ ン バ ー 及 び そ の 役 割 、 関 連 す る ト レ ー ニ ン グ （ 特 に H A C C P

関 連 ）、専 門 的 経 験 、チ ー ム 会 議 の 議 事 録 、チ ー ム の 変 更 等 の 記 録 は 維

持 す る べ き で あ る 。  

 

更 新 ： H A C C P チ ー ム リ ー ダ ー は 、 自 分 と チ ー ム メ ン バ ー が 食 品 安 全

や 食 品 衛 生 問 題 に 関 す る 最 新 の 科 学 的 知 見 を 更 新 で き る よ う に す る こ

と 。 ま た 、 チ ー ム メ ン バ ー の ト レ ー ニ ン グ 記 録 の 更 新 （ 最 新 の ガ イ ド

ラ イ ン を 読 ん だ 、 セ ミ ナ ー 、 ワ ー ク シ ョ ッ プ に 参 加 し た 、 学 術 雑 誌 の

サ ー チ と 購 読 、 R a p i d ア ラ ー ト の 通 報 内 容 の 熟 読 等 ） を 行 う こ と 。  
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H A C C P ト レ ー ニ ン グ ： す べ て の チ ー ム メ ン バ ー 及 び 小 規 模 事 業 者 で

コ ン ト ロ ー ル を 開 発 し た 者 が す で に H A C C P ト レ ー ニ ン グ コ ー ス を 受

講 し て い る こ と が 望 ま し い 。核 と な る チ ー ム メ ン バ ー は 中 間 レ ベ ル か 、

そ れ 以 上 の レ ベ ル の ト レ ー ニ ン グ を 受 講 し て い る べ き で あ る 。 ま た 、

リ フ レ ッ シ ャ ー コ ー ス も 検 討 す べ き で あ る 。  

 

な お 、 各 役 割 に 正 ・ 副 が 決 ま っ て い る な ら 、 そ の 旨 を ト レ ー ニ ン グ 記

録 に 明 記 す べ き で あ る 。  
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⑤ 準 備 段 階 E： 製 品 の 記 述  

 

製 品 ま た は 中 間 製 品 を 十 分 に 記 述 す る こ と が 求 め ら れ る 。 こ れ は 製

品 ・ 工 程 に 関 連 す る ハ ザ ー ド 及 び 何 が 製 品 の 安 全 性 を 支 え て い る か を

理 解 す る の に 有 益 で あ る 。  

 

ど の よ う に こ の ス テ ー ジ は 達 成 さ れ る か ？  

こ の ス テ ー ジ は ハ ザ ー ド の 特 定 及 び 分 析 （ 原 則 1 . 1） が 成 功 す る た

め に は 必 須 で あ る 。  

定 義 す べ き 事 項 ：  

パ ラ メ ー タ ー  例  

組 成  レ シ ピ 、 原 材 料 及 び そ の 由 来  

構 成  Aw, p H ,  乳 化 剤 、 ゲ ル 化 剤 等  

加 工  製 品 は 加 熱 さ れ て い る か 、 も し そ う な ら ど の く ら い

で す か ？ （ 6 3℃ 、 3 0 分 ）、 そ の 他 の 保 蔵 方 法 （ 例 、

ス モ ー ク ） の 詳 細  

包 装 シ ス テ ム  真 空 方 法 、 ガ ラ ス 瓶 、 無 菌 充 填  

保 管  冷 凍 、 常 温 保 管  

流 通 条 件  冷 凍 、 チ ル ド ま た は 常 温 流 通 か ？  

賞 味 期 限 ま た

は 消 費 期 限  

賞 味 期 限 ま た は 消 費 期 限  

使 用 方 法  保 管 、 取 扱 い 及 び 加 熱 調 理 の 指 示  

 

誤 使 用  

製 品 の 誤 使 用 の 可 能 性 を 検 討 す る 必 要 が あ る 。  

誤 使 用 の 例 と し て は 、 加 熱 し な い 製 品 の 喫 食 、 意 図 し た 条 件 と は 異

な る 条 件 で の 保 管（ 例 、蔵 、要 冷 凍 品 を 常 温 保 管 ）、賞 味 期 限 ま た は 消

費 期 限 切 れ の 食 品 の 喫 食 、 熟 成 の た め 長 時 間 保 管 、 要 冷 蔵 食 品 を 購 入

後 長 時 間 高 温 保 管 な ど が あ る 。  

誤 使 用 の 可 能 性 を 考 え 、 消 費 者 の 安 全 性 を 高 め る た め 、 意 図 す る 使

用 法 に 関 す る 指 示 を 考 案 す る こ と が で き る 。  
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⑥ 準 備 段 階 F： 製 品 の 意 図 す る 用 途 の 特 定  

 

HACCP プ ラ ン 作 成 を 完 全 に す る た め 、 対 象 と な る 消 費 者 グ ル ー プ を 特

定 す べ き で あ る 。 対 象 と な る 消 費 者 グ ル ー プ を 特 定 す る こ と に よ り 、

HACCP チ ー ム が 感 受 性 の あ る 消 費 者 グ ル ー プ に と っ て 極 め て 重 要 な そ

の 他 の ハ ザ ー ド を 特 定 す る こ と に 役 立 つ 。  

 

ど の よ う に こ の ス テ ー ジ は 達 成 さ れ る か ？  

顧 客 ま た は 最 終 消 費 者 に よ る 意 図 さ れ る 製 品 の 使 用 法 を 明 確 に す る 。

対 象 と な る 消 費 者 グ ル ー プ を 特 定 す る こ と に よ り 、 特 に 考 慮 す べ き こ

と が 明 確 に な る 。 特 定 の 消 費 者 グ ル ー プ に 対 す る 適 性 、 特 に 感 受 性 集

団 に 対 し て は 検 討 す る 必 要 が あ る 可 能 性 が あ る 。  

 

自 分 の 製 品 の 対 象 グ ル ー プ を 理 解 し 、 感 受 性 集 団 に 関 し て 特 に 検 討

す べ き ハ ザ ー ド （ 生 物 、 化 学 、 物 理 及 び ア レ ル ゲ ン ） に 関 す る 知 識 と

認 識 を 向 上 さ せ る の は 事 業 者 の 責 任 で あ る 。  

ア レ ル ギ ー  特 定 の 食 材 に 感 受 性 の あ る 消 費 者 集 団 が 喫 食 す る

可 能 性 が あ る か  

乳 幼 児  乳 幼 児 は 感 受 性 集 団 と 考 え ら れ る 。ま た 、食 品 の 大

き さ 、形 状 等 に よ り 窒 息 等 追 加 の ハ ザ ー ド に つ い て

検 討 す る 必 要 性 が あ り 得 る 。  

老 齢 者  老 齢 者 も 免 疫 力 が 弱 く な り 、ま た 胃 酸 の ｐ H も 高 く

な る た め 、微 生 物 ハ ザ ー ド に 対 し 感 受 性 集 団 と 考 え

ら れ る 。  

妊 婦  リ ス テ リ ア な ど 、妊 婦 が ハ イ リ ス ク と 考 え ら れ る ハ

ザ ー ド も あ る 。  

免 疫 不 全  免 疫 抑 制 剤 を 服 用 し て い る 者 、 A I D S 患 者 、臓 器 移

植 を 受 け て い る 者 等 、免 疫 シ ス テ ム が 弱 い 者 は ハ イ

リ ス ク 集 団 と 考 え ら れ る 。免 疫 シ ス テ ム は 食 品 中 の

病 原 微 生 物 に よ る 健 康 被 害 か ら 守 っ て い る  

 

上 記 表 は 網 羅 的 な も の で は な い 。  

最 終 消 費 者 が 意 図 す る 対 象 消 費 者 以 外 に よ っ て 喫 食 さ れ る 可 能 性 も

検 討 す べ き で あ る 。  
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⑥  準 備 段 階 G： フ ロ ー ダ イ ヤ グ ラ ム の 作 成  

 

フ ロ ー ダ イ ヤ グ ラ ム は HACCP プ ラ ン の 対 象 と し て 示 さ れ た す べ て の ス

テ ッ プ を 示 す 。 (準 備 段 階 C 参 照 ) 

 

ど の よ う に こ の ス テ ー ジ は 達 成 さ れ る か ？  

H A C C P チ ー ム ま た は H A C C P プ ラ ン の 作 成 を 指 揮 し て い る 者 は フ

ロ ー ダ イ ヤ グ ラ ム を 作 成 す る 。ど の よ う な 様 式 を 選 択 し て も 、H A C C P

プ ラ ン の 対 象 と し た す べ て の 工 程 を 含 む べ き で あ る 。フ ロ ー に 併 せ て 、

施 設 の 図 面 を 用 い る こ と も よ く 実 施 さ れ て い る 。 い ず れ に せ よ 、 実 施

に 工 程 で 何 が 行 わ れ て い る か に 関 す る 知 識 が 極 め て 重 要 で あ る 。  

 

・ 原 材 料 の 受 入 か ら 製 品 の 出 荷 ま た は 消 費 者 に よ る 喫 食 ま で の 各 段 階

を リ ス ト 化 す る 。 例 え ば ：  

  調 理  

  包 装  

  保 管  

  流 通  

 

そ の ほ か :  

  原 材 料 へ の 追 加 （ 水 を 含 む ）  

  給 湯 給 水 （ 空 気 、 飲 料 水 、 蒸 気 ）  

  す べ て の 一 時 的 な 製 品 保 管 ま た は 保 管 期 間  (特 に 最 大 生 産 量 の と

き )  

  リ サ イ ク ル  /  再 生 の ル ー プ  

  工 場 の 遅 延  

 

ま ず 、 ラ フ に 製 造 フ ロ ー の ペ ー パ ー ス ケ ッ チ を 書 い て み る 。 工 程 が

管 理 さ れ て い る 方 法 及 び 実 際 に 何 が 起 き て い る か 考 え て み る 。  

関 連 す る 技 術 的 な デ ー タ を 含 む か ど う か は 、 作 業 の 複 雑 さ に よ る 。

こ の デ ー タ は 後 で 特 定 す る C C P に お い て 有 用 で あ る 。  

 

技 術 的 な デ ー タ に は 以 下 の よ う な も の を 含 む ：  

  工 程 ま た は 工 程 の 要 素 の 時 間  (例 .  1 9 0 C で 、2 分 間 油 で 揚 げ る ま た

は 4 時 間 以 内 に  5℃ 以 下  に 冷 却 す る )  

  ラ イ ン ス ピ ー ド  

  平 面 図 ,  機 械 設 備 、 給 水 給 湯 設 備 の レ イ ア ウ ト  
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  ハ イ /ロ ー リ ス ク の 作 業 の 分 離  

  従 事 者 の 移 動 ル ー ト  

  液 体 ま た は 固 体 の フ ロ ー の 状 態  (圧 力 、 ま た は 温 度 )  

  廃 棄 物 の フ ロ ー  

  原 材 料 の 搬 入 か ら 中 間 製 品 、 製 品 の 移 動 ル ー ト  

 

機 器 の な か に は い く つ か の 機 能 を 併 せ 持 つ も の も あ り 、(例 .  瓶 充 填

機 は 瓶 の リ ン ス 、計 量 、バ キ ュ ー ム 、高 温 充 填 及 び キ ャ ッ プ 締 め 機 能 )

す べ て の 機 能 は プ ロ セ ス ス テ ッ プ に 書 く べ き で あ る が 、 ハ ザ ー ド が 同

一 で あ れ ば 、 ま と め て 記 載 し て も 構 わ な い 。  
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⑧ 準 備 段 階 H： フ ロ ー ダ イ ヤ グ ラ ム の 現 場 確 認  

 

フ ロ ー ダ イ ヤ グ ラ ム は 正 確 で 、 か つ HACCP プ ラ ン の 対 象 と し て 描 い た

す べ て の 加 工 ス テ ッ プ が 示 さ れ て い る か 、 チ ェ ッ ク し な け れ ば な ら な

い 。 (準 備 段 階 C 参 照 ) 

 

ど の よ う に こ の ス テ ー ジ は 達 成 さ れ る か ？  

フ ロ ー ダ イ ヤ グ ラ ム が 正 確 で あ る か 確 認 す べ き で あ る 。 こ れ は

H A C C P チ ー ム メ ン バ ー に 加 え 、 工 程 に あ ま り 詳 し く な い 者 が 参 加 し

て 行 わ れ る こ と が 推 奨 さ れ る 。そ の よ う な 者 に チ ェ ッ ク さ せ る 理 由 は 、

新 た な 目 で み る こ と に よ り 、 見 逃 し て い る ス テ ッ プ を 特 定 す る か も し

れ な い か ら で あ る 。  

 

以 下 の 点 に つ い て 検 討 す べ き で あ る : 

  最 新 で 、 工 程 /モ ジ ュ ー ル を 正 確 に 表 し て い る こ と を 確 認 す る  

  も し 、 す べ て の シ フ ト パ タ ー ン で や っ て い る こ と が 同 じ で も 、 ス

タ ッ フ の レ ベ ル 、 季 節 に よ る 変 動 、 製 造 量 の 違 い よ る 製 造 パ タ ー

ン の 違 い な ど に つ い て も 詳 細 に 調 べ る 。  

 

文 書 と 記 録  

1.  フ ロ ー ダ イ ヤ グ ラ ム が 確 認 さ れ 、 間 違 い が な い こ と を 記 録 す る  

2.  間 違 い が な い こ と を 確 認 し た 日 を 記 録 す る  

3.  フ ロ ー ダ イ ヤ グ ラ ム が 正 し い こ と を 確 認 し た 者 の 氏 名 を 記 録 す る  

 

古 い フ ロ ー ダ イ ヤ グ ラ ム の 記 録 も 保 管 す る よ う に す る 。  

 

見 直 し （ Review）  

フ ロ ー ダ イ ヤ グ ラ ム は 見 直 し の 対 象 で あ り 、 常 に 最 新 で 、 正 確 で あ

る べ き で あ る 。工 程 に 変 更 が あ れ ば 、フ ロ ー ダ イ ヤ グ ラ ム も 変 更 す る 。  
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⑨ 原 則 1.1： 可 能 性 の あ る ハ ザ ー ド の 特 定 と リ ス ト 化  

 

可 能 性 の あ る ハ ザ ー ド に は 、 特 定 の 加 工 ス テ ッ プ で 合 理 的 に 発 生 が 予

想 さ れ る す べ て の ハ ザ ー ド（ 生 物 的 、化 学 的 、物 理 的 及 び ア レ ル ゲ ン ）

が 含 ま れ る 。  

 

ど の よ う に し て 、 こ の ス テ ー ジ は 達 成 さ れ る か ？  

フ ロ ー ダ イ ヤ グ ラ ム を ガ イ ド と し て 使 用 す る 。 フ ロ ー ダ イ ヤ グ ラ ム

に 示 さ れ た 各 々 の 加 工 ス テ ッ プ に お い て 、 合 理 的 に 考 え て 発 生 が 予 想

さ れ る 可 能 性 の あ る ハ ザ ー ド を リ ス ト ア ッ プ す る 。次 に（ 原 則 1 . 2 で ）、

そ の ハ ザ ー ド の 原 因 ま た は 汚 染 源 を 記 述 す る よ う に 質 問 さ れ る 。  

原 材 料 に 存 在 す る か も し れ な い す べ て の ハ ザ ー ド 、 加 工 工 程 で 持 ち

込 ま れ る 、 増 加 し う る ま た は 加 工 ス テ ッ プ で 生 残 す る ハ ザ ー ド が 含 ま

れ る 。  

ハ ザ ー ド を 排 除 ま た は 減 少 さ せ る た め 、 以 下 が 実 施 さ れ な け れ ば な

ら な い ：  

  サ ポ ー ト す る 技 術 的 デ ー タ を 上 手 に 活 用 す る  

  食 品 の 状 態 （ Aw,  p H ,  温 度 ）  
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⑩ 原 則 1.2： ハ ザ ー ド 分 析 を 実 施 す る  

 

特 定 さ れ た ハ ザ ー ド の 評 価 は , そ の ハ ザ ー ド の 予 防 、 排 除 ま た は 許 容

レ ベ ル ま で の 低 減 が 製 品 の 安 全 性 上 、 必 須 で あ る 性 質 の ハ ザ ー ド を 決

め る た め に 行 わ れ る 。  

 

ど の よ う に し て 、 こ の ス テ ー ジ は 達 成 さ れ る か ？  

１ ． 各 々 の ハ ザ ー ド に つ い て 、 ハ ザ ー ド の 記 述 を 記 載 す る  

加 工 工 程 で 特 定 し た 各 々 の 可 能 性 の あ る ハ ザ ー ド に つ い て 、 そ の 汚

染 源 ま た は 原 因 に つ い て ハ ザ ー ド の 記 述 を 記 載 す る 。  

ハ ザ ー ド の 記 述 を 書 く と き は 以 下 を 検 討 し 、 次 の ワ ー ド （ 存 在 、 導

入 、 増 殖 、 ま た は 生 残 ） を 使 用 す る よ う に 努 め る こ と 。  

  存 在  

特 定 の 工 程 に お い て 、 ハ ザ ー ド が す で に 存 在 す る 可 能 性 は あ る か ？  

こ れ は 、 通 常 、 供 給 業 者 か ら の 原 材 料 中 に ハ ザ ー ド が す で に 存 在 す る

こ と に 関 連 す る 。  

  導 入 （ 汚 染 ）  

特 定 の ス テ ッ プ で 、 ハ ザ ー ド が 導 入 （ 汚 染 ） さ れ 得 る か ？  

ヒ ト 、機 械 器 具 、環 境 ま た は そ の 他 の も の か ら 導 入（ 汚 染 ）さ れ 得 る 。  

  増 殖  

特 定 の ス テ ッ プ で 、 ハ ザ ー ド の 数 が 増 加 し う る か ？  

こ れ は 通 常 、 細 菌 の 増 殖 に 関 連 す る 。  

  生 残  

特 定 の ス テ ッ プ で 、 ハ ザ ー ド が 生 残 し う る か ？  

こ れ は 通 常 、計 画 さ れ て い た 特 定 の ス テ ッ プ で 、微 生 物 が 死 滅 し な い 、

不 活 化 さ れ な い ま た は 壊 さ れ な い こ と に 関 連 す る 。  

な お 特 定 の ハ ザ ー ド に 複 数 の 記 述 が あ る こ と が あ り 得 る 。  
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工 程

番 号  

工 程 の 名 称  ハ ザ ー ド お よ び 可 能 性 の あ る 原 因  

記 述 子  ハ ザ ー ド  何 か ら  

１  原 材 料 の 受

入  

存 在  病 原 微 生 物（ 例 、カ

ン ピ ロ バ ク タ ー 、サ

ル モ ネ ラ 属 菌 ）  

供 給 業 者 か ら

の 原 材 料 中 に  

  増 殖  芽 胞 形 成 細 菌 （ 例 、

ボ ツ リ ヌ ス 菌 、セ レ

ウ ス 菌 ）  

温 度 管 理 不 良

に よ り  

  存 在  石  供 給 業 者 か ら

の 原 材 料 中 に  

1 0  冷 蔵 保 管  増 殖  病 原 細 菌  温 度 管 理 不 良  

  導 入（ 汚

染 ）  

病 原 細 菌  汚 い 機 械 器 具 /

環 境 か ら  

1 5  フ ラ イ  生 残  病 原 菌  加 熱 不 十 分 、

低 い 油 温 度 、

短 い 暴 露 時 間  

 

２ ． 各 ハ ザ ー ド に 重 篤 性 の レ ベ ル を 選 択 す る  

重 篤 性 の レ ベ ル ス コ ア を 次 の 3 段 階 か ら 選 択 す る 。  

重 篤 で は な い  =  も し 、 ハ ザ ー ド が 発 生 し た と き 、 消 費 者 に 軽 度 な 障

害 を 起 こ す  

ま あ ま あ 重 篤  =   も し 、ハ ザ ー ド が 発 生 し た と き 、消 費 者 に 入 院 ま た

は シ リ ア ス な 短 期 の 障 害 を 起 こ す  

非 常 に 重 篤  =  も し 、 ハ ザ ー ド が 発 生 し た と き 、 消 費 者 に 死 亡 例 ま た

は 死 に 至 る よ う な 長 期 の 障 害 を 起 こ す  

 

３ ． 各 々 の ハ ザ ー ド に 起 こ り や す さ の レ ベ ル を 選 択 す る  

起 こ り や す さ を i )非 常 に 起 こ り や す い 、 i i )ま ぁ ま ぁ 起 こ り や す い 、  

i i i )滅 多 に 起 こ ら な い  の 3 レ ベ ル か ら 選 択 す る 。  

 

滅 多 に 起 こ ら な い  =  ハ ザ ー ド は 起 き る 可 能 性 は あ り え る が 、 ほ と ん

ど 起 こ ら な い （ で も 起 こ る か も )  

ま ぁ ま ぁ 起 こ り や す い  =  ハ ザ ー ド は 起 き る 可 能 性 は あ り 得 る  (起 こ

り 得 る が 、 実 際 に 起 き た と い う 歴 史 は な い )  

非 常 に 起 こ り や す い  ＝ ハ ザ ー ド は 確 実 に 起 こ り 得 る  (起 こ っ て い る 、

ま た は 過 去 に 起 き た )  
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４ ． 判 定  

上 記 の 重 篤 性 と 起 こ り や す さ の 観 点 か ら 、 下 表 の よ う な ３ ｘ ３ 表 を

作 成 し 、 ★ の つ い た ハ ザ ー ド だ け が 自 動 的 に 重 要 な ハ ザ ー ド と 考 え ら

れ 、次 の ス テ ッ プ（ 原 則 1 . 3）に 進 む よ う に Tr y H A C C P は 設 計 さ れ て

い る 。 そ れ 以 外 の ハ ザ ー ド は 効 果 的 な 前 提 条 件 プ ロ グ ラ ム で コ ン ト ロ

ー ル か つ 管 理 さ れ る こ と に な る 。  

 

重 篤 性 ス

コ ア  

非 常 に 重 篤   ★  ★  

ま あ ま あ 重 篤    ★  

重 篤 で は な い     

  滅 多 に 起

こ ら な い  

ま ぁ ま ぁ 起

こ り や す い  

非 常 に 起 こ

り や す い  

  起 こ り や す さ ス コ ア  
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⑪ 原 則 1.3： 各 々 の ハ ザ ー ド に 対 し 管 理 措 置 を 特 定 す る  

 

管 理 措 置 は 、 特 定 し た ハ ザ ー ド の 発 生 を 予 防 、 排 除 ま た は 低 減 さ せ る

た め に 採 ら れ る ア ク シ ョ ン ま た は 活 動 で あ る 。  

 

ど の よ う に し て 、 こ の ス テ ー ジ は 達 成 さ れ る か ？  

原 則 1 . 2 で 重 要 な ハ ザ ー ド と さ れ た ハ ザ ー ド の み が 、 こ の 段 階 に 進

む 。 各 々 の 重 要 な ハ ザ ー ド に 対 し 、 ハ ザ ー ド の 発 生 を 予 防 、 排 除 ま た

は 許 容 レ ベ ル ま で 低 減 さ せ る た め に 採 ら れ る ア ク シ ョ ン ま た は 活 動 を

記 録 す る 。  

管 理 措 置 は し ば し ば 、 モ ニ タ リ ン グ と 間 違 え ら れ る 。 モ ニ タ リ ン グ

は 管 理 措 置 が ハ ザ ー ド を コ ン ト ロ ー ル す る た め 機 能 し て い る か を チ ェ

ッ ク す る た め に 行 わ れ る 。  

  一 つ の ハ ザ ー ド を 効 果 的 に 管 理 す る の に 、1 つ 以 上 の 管 理 措 置 が 必

要 か も し れ な い 。（ ↓ の 表 の ス テ ッ プ 1 5）  

  1 つ の 管 理 措 置 が 1 つ 以 上 の ハ ザ ー ド を 管 理 す る こ と も あ る 。（ ↓

の 表 の ス テ ッ プ 1 0 で 計 画 さ れ た 油 の 温 度 測 定 と フ ラ イ 時 間 は サ ル

モ ネ ラ 属 菌 と カ ン ピ ロ バ ク タ ー の 数 を 減 ら せ る 効 果 的 な 管 理 に な

り 得 る ）  

  管 理 措 置 は ハ ザ ー ド が 発 生 す る ス テ ッ プ で 実 施 さ れ る と は 限 ら な

い 。 例 え ば 、 供 給 業 者 か ら の 原 材 料 中 の 金 属 の 存 在 は 、 い く つ か

の コ ン ト ロ ー ル （ 例 、 事 前 承 認 さ れ た 供 給 業 者 の み 使 用 、 ま た は

合 意 し た 仕 様 ） で 管 理 さ れ る が 、 最 も 効 果 的 な 管 理 措 置 は ス テ ッ

プ １ ５ で 正 し く 反 応 す る 金 属 探 知 機 と 排 除 シ ス テ ム が こ の ハ ザ ー

ド を コ ン ト ロ ー ル す る 。  
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表 1 工 程 ス テ ッ プ で 特 定 さ れ た ハ ザ ー ド と 、 そ の 原 因 。 ハ ザ ー ド に

対 す る 管 理 措 置 及 び そ の よ う に そ れ ら を モ ニ タ リ ン グ す る か  

工 程

ス テ

ッ プ

番 号  

工 程 ス テ

ッ プ  

ハ ザ ー ド お よ び

可 能 性 の あ る 原

因  

管 理 措 置  モ ニ タ リ ン グ  

1 0  フ ラ イ  加 熱 不 十 分 に よ

る 病 原 菌 の 生

残 ： 油 温 度 の 低

下 ま た は 短 い 揚

げ 時 間  

規 定 し た 油

の 温 度 と フ

ラ イ 時 間  

油 温 度 の モ ニ

タ リ ン グ 、開 始

前 か ら 3 0 分 毎 、

バ ッ チ 毎 に ア

ラ ー ム 着 き タ

イ マ ー を 稼 働

さ せ る  

1 5  金 属 探 知

機  

壊 れ た 機 械 か ら

の 金 属 の 混 入  

効 果 的 な 金

属 検 出 及 び

排 除 シ ス テ

ム  

金 属 探 知 機 を

作 動 前 、 2 0 分

毎 、 終 了 時 に

1 . 5  m m 鉄 、 2 . 0

㎜ 非 鉄 、 3  m m

の ス テ ン レ ス

の テ ス ト ピ ー

ス を 用 い て 作

動 と 排 出 を チ

ェ ッ ク  

   前 提 条 件 と

し て の 計 画

さ れ た 予 防

的 メ ン テ ナ

ン ス  

日 常 の メ ン テ

ナ ン ス 作 業 を

前 提 条 件 の 計

画 さ れ た 予 防

的 メ ン テ ナ ン

ス P P M 0 1 に 規

定 さ れ た 通 り

に 実 施  

   前 提 条 件 と

し て の ト レ

ー ニ ン グ  

金 属 探 知 機 を

作 動 さ せ 、チ ェ

ッ ク さ せ て い

る 全 ス タ ッ フ  
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⑫ 原 則 ２ ： 重 要 管 理 点 （ Criti ca l Con tr ol  P oi nt： CCP） の 決 定  

 

C C P は 、 コ ン ト ロ ー ル を 適 用 で き 、 食 品 安 全 ハ ザ ー ド を 予 防 、 排 除 、

ま た は 許 容 で き る レ ベ ル ま で 減 少 さ せ る た め に 必 須 の ス テ ッ プ で あ る 。 

 

ど の よ う に し て 、 こ の ス テ ー ジ は 達 成 さ れ る か ？  

効 果 的 な 食 品 安 全 マ ネ ジ メ ン ト を 保 証 す る 上 で 、正 確 な C C P の 決 定

は 非 常 に 重 要 で あ る 。 工 程 の 中 の C C P の 数 は 工 程 そ の も の の 複 雑 さ 、

原 材 料 の 種 類 等 に よ っ て 決 ま る 。  

C C P は 判 断 樹 の 使 用 に よ る 支 援 を 受 け 、経 験 と 判 断 力 で 決 定 す べ き

で あ る 。（ Tr y H A C C P で は 、 C o d e x 判 断 樹 を 採 用 し て い る ）  

C o d e x 判 断 樹 は ４ つ の 質 問 か ら 構 成 さ れ 、 各 々 の 質 問 に 対 し 、 以 下

の 指 針 が 参 考 に な る 。  

Q 1 :  管 理 予 防 方 法 は 存 在 し て い ま す か ？  

→ こ れ は 管 理 措 置 の こ と を 言 っ て い る 。  

Q 2 :  そ の ス テ ッ プ は 許 容 レ ベ ル の 危 害 要 因 の 発 生 の 可 能 性 を 排 除 ま

た は 低 減 す る よ う 具 体 的 に 設 計 さ れ て い ま す か ？  

→ こ れ は 工 程 ス テ ッ プ の こ と を 言 っ て い て 、 コ ン ト ロ ー ル で は な い 。 

Q 3 :  確 認 さ れ た 危 害 要 因 に よ る 汚 染 は 、許 容 レ ベ ル を 超 え て 発 生 す る 、

も し く は こ れ ら が 許 容 で き な い レ ベ ル ま で 増 加 し て し ま う で し

ょ う か ？  

→ こ の 問 は 、も し コ ン ト ロ ー ル が 失 わ れ た と き の こ と を 思 い 浮 か べ 回

答 す る 。  

Q 4 :  そ の 後 の ス テ ッ プ は 、確 認 さ れ た 危 害 要 因 を 排 除 ま た は 許 容 レ ベ

ル 内 の 発 生 に 減 少 さ せ る で し ょ う か ？  

→ こ の 問 は 、 フ ロ ー ダ イ ヤ グ ラ ム の 中 の 後 の 工 程 で 、 ハ ザ ー ド を 排 除

ま た は 許 容 レ ベ ル ま で 低 減 さ せ る こ と が で き る 工 程 ス テ ッ プ が あ る

か ど う か を 聞 い て い る 。  

 

質 問 に 対 す る 回 答 と そ の 判 断 し た 理 由 を 記 録 し て お く べ き で あ る 。

質 問 に 対 す る 回 答 に 疑 い が あ る 場 合 は 、 最 悪 の 状 況 を 想 定 し て み る 。

も し 、C C P が １ つ も 特 定 さ れ な か っ た 場 合 、判 断 樹 の 回 答 を 再 検 討 し

て み る こ と 。 前 提 と な る 食 品 衛 生 要 件 が す べ て の 製 品 及 び 製 造 工 程 の

問 題 を 解 決 し て い る 場 合 も あ る が 、 そ う い う 事 例 ば か り で は な い 。  

 

文 書 化 及 び 記 録  

C o d e x の 判 断 樹 に 対 す る 回 答 と そ の 根 拠 を 文 書 に 記 録 し て お く 。  
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見 直 し （ レ ビ ュ ー ）  

こ の 原 則 の 定 期 的 な 見 直 し を 計 画 す る こ と 。 ま た 、 社 内 の 何 か に 変

化 （ 例 、 工 程 、 原 材 料 、 製 品 、 製 造 技 術 な ど ） が あ っ た 場 合 に は 見 直

し す べ き で あ る 。  
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⑬ 原 則 ３ ： 管 理 基 準 （ Crit ic al  L im it s） の 設 定  

 

管 理 基 準 （ Crit ic al  L im it s： CL） は 、 C C P に お い て 、 食 品 安 全 ハ ザ

ー ド を 予 防 ま た は 排 除 、 ま た は 許 容 で き る レ ベ ル ま で 減 少 さ せ る た め

の 管 理 措 置 の た め の 最 大 ま た は 最 小 値 で あ る 。 そ れ は 許 容 で き る （ 安

全 な ）製 品 と 許 容 で き な い（ 安 全 で は な い ）製 品 を わ け る も の で あ る 。  

 

ど の よ う に し て 、 こ の ス テ ー ジ は 達 成 さ れ る か ？  

C C P が 特 定 さ れ た な ら 、各 C C P の 管 理 措 置 に 特 有 の C L を 設 定 す べ

き で あ る 。 C L は 許 容 で き る （ 安 全 な ） 製 品 と 許 容 で き な い （ 安 全 で

は な い ） 製 品 を わ け る 数 値 で あ り 、 そ の レ ベ ル は 、 明 確 に 特 定 す る 必

要 が あ る 。  

C L は 管 理 措 置 の た め の も の で あ り 、 ハ ザ ー ド に 対 し て で は な い 。

そ れ ら は ：  

  測 定 で き  

  観 察 で き  

  リ ア ル タ イ ム で モ ニ タ リ ン グ で き る も の  で あ る べ き で あ る 。  

 

C L は 規 格 基 準 、 衛 生 規 範 、 手 引 書 、 業 界 団 体 の ガ イ ド ラ イ ン を 参

考 に 設 定 す べ き で あ る 。 ま た は 、 ト ラ イ ア ル か ら 実 験 デ ー タ の 収 集 や

専 門 家 の 知 識 に 基 づ き 設 定 で き る 。  

 

C L に 用 い ら れ る の は 温 度 、時 間 、水 分 活 性 、水 分 レ ベ ル 、 p H , 塩

素 濃 度 、 ま た は 目 視 確 認 、 あ る い は セ ン サ ー に よ る パ ラ メ ー タ ー （ 視

覚 で 確 認 さ れ る 外 観 、 色 、 肌 触 り な ど ） 等 で あ る 。  

 

ま た 、 業 者 に よ っ て は C L よ り も 厳 し い （ ハ ザ ー ド を 確 実 に 排 除 で

き る ） レ ベ ル に タ ー ゲ ッ ト レ ベ ル （ ま た は O p e r a t i o n a l  L i m i t） を 設

定 し 、 C L か ら 逸 脱 す る 前 に 、 管 理 が 好 ま し く な い 方 向 に 向 か っ て い

る 場 合 に は 、 管 理 措 置 の 管 理 状 態 を 戻 し 、 C L か ら 逸 脱 し な い よ う に

管 理 し て い る 事 例 も あ る 。 下 図 で 管 理 基 準 が 赤 線 、 Ta r g e t  L e v e l が 黒

線 、 温 度 は 青 線 で 、 黒 と 赤 の 間 で 修 正 す る 場 合 に は 、 次 に 説 明 す る 改

善 措 置 を 実 施 し な く て も 済 む 。  

 

文 書 化 及 び 記 録  

ど の よ う に C L を 設 定 し た か （ 情 報 源 ま た は 使 用 し た デ ー タ ） を 記

録 す る 必 要 が あ る 。  
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見 直 し （ レ ビ ュ ー ）  

こ の 原 則 の 定 期 的 な 見 直 し を 計 画 す る こ と 。 ま た 、 社 内 の 何 か に 変

化 （ 例 、 工 程 、 原 材 料 、 製 品 、 製 造 技 術 な ど ） ま た は 新 た な 情 報 （ 新

し い 規 格 基 準 、 新 た な ハ ザ ー ド の 出 現 な ど ） が 入 手 で き た 場 合 に は 見

直 し す べ き で あ る 。  
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⑭ 原 則 ４ ： モ ニ タ リ ン グ 方 法 の 設 定  

 

モ ニ タ リ ン グ は 、C C P が 管 理 さ れ た 状 態 に あ る か を 評 価 す る た め 、計

画 さ れ た 方 法 ・ 頻 度 で 、 管 理 の パ ラ メ ー タ ー を 観 察 ま た は 測 定 す る 活

動 で あ る 。  

 

ど の よ う に し て 、 こ の ス テ ー ジ は 達 成 さ れ る か ？  

モ ニ タ リ ン グ 方 法 は す べ て の C C P が 規 定 さ れ た C L 内 で 操 業 し て い

る こ と を 確 認 す る こ と が で き る 事 業 者 が 実 施 す る 方 法 で あ る 。 モ ニ タ

リ ン グ に よ り 、C C P に お い て 管 理 が 失 わ れ た こ と を 検 出 で き な け れ ば

な ら ず 、 迅 速 に 結 果 が で な け れ ば な ら な い 。 こ れ に よ り 、 速 や か に 改

善 措 置 （ C o r r e c t i v e  a c t i o n） を 採 る こ と が で き 、 工 程 の コ ン ト ロ ー ル

を 取 り 戻 す こ と が で き る 。  

例 ： オ ン ラ イ ン で  温 度 と 時 間 の 測 定  

  オ フ ラ イ ン で 塩 分 濃 度 、 水 分 活 性 、 ｐ H、 全 固 形 物 の 測 定  

一 般 的 に 微 生 物 検 査 は 結 果 が す ぐ に 反 映 し な い の で 、 モ ニ タ リ ン グ

に 適 し た 方 法 と は 考 え ら れ な い が 、検 証 活 動 と し て は 有 効 で あ る 。（ 原

則 ６ 参 照 ）  

 

継 続 的 な モ ニ タ リ ン グ ： 自 記 記 録 温 度 計 で の 加 熱 温 度 の モ ニ タ リ ン グ  

非 連 続 モ ニ タ リ ン グ ： サ ン プ ル 採 取 及 び 検 査  例 え ば ｐ H  

サ ン プ ル は バ ル ク 製 品 を 代 表 す る も の で な け れ ば な ら な い 。 モ ニ タ

リ ン グ 方 法 を 選 択 す る 際 、そ の 責 任 者 は ,  結 果 が C C P に 直 接 関 連 し て

い て 、そ の 限 界 を 十 分 理 解 し 、文 書 に 記 録 し て お か な け れ ば な ら な い 。

す べ て の モ ニ タ リ ン グ に 用 い る 測 定 装 置 は 校 正 し 、 正 し く 機 能 す る こ

と を 確 認 す る こ と 。  

 

文 書 化 及 び 記 録  

モ ニ タ リ ン グ を 実 施 し た 者 は 記 録 す る こ と 。 モ ニ タ リ ン グ 担 当 者 は

そ の 任 務 を 実 施 す る 能 力 が あ り 、 責 務 を 実 施 す る の に 適 し た ト レ ー ニ

ン グ を 受 け て い る こ と 。  

ど の よ う に モ ニ タ リ ン グ を 実 施 す る か 、 正 確 な 記 述 が あ る べ き で あ

る 。 C L が 満 た さ れ な い 場 合 、 事 前 に 決 め た 改 善 措 置 を 実 施 す る 知 識

と 権 限 を 有 し て い る こ と 。 ト レ ー ニ ン グ 及 び 評 価 さ れ た 能 力 の 記 録 を

維 持 す る こ と 。  

何 の コ ン ト ロ ー ル パ ラ メ ー タ ー （ 温 度 、 ｐ H 等 ） を 評 価 す る か 、 ど

の よ う に モ ニ タ リ ン グ を 実 施 す る か 、そ の 頻 度 を 文 書 に 記 述 す る こ と 。
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非 連 続 モ ニ タ リ ン グ の 場 合 は 頻 度 を 特 定 す る こ と 。  

モ ニ タ リ ン グ 記 録 に は そ の 活 動 を 行 な っ た 日 、 時 間 及 び そ の 結 果 が

含 ま れ て い る こ と 。  

C C P モ ニ タ リ ン グ に 関 連 す る す べ て の 記 録 と 文 書 は モ ニ タ リ ン グ

を 行 っ た 者 に よ る サ イ ン と 、 可 能 で あ れ ば 、 モ ニ タ リ ン グ 記 録 の レ ビ

ュ ー の 責 任 を 有 す る 指 名 さ れ た 別 の 者 （ 通 常 は 社 長 ま た は 工 場 長 ） に

よ る サ イ ン が あ る こ と 。  

 

見 直 し （ レ ビ ュ ー ）  

こ の 原 則 の 定 期 的 な 見 直 し を 計 画 す る こ と 。 ま た 、 社 内 の 何 か に 変

化 （ 例 、 工 程 、 原 材 料 、 製 品 、 製 造 技 術 な ど ） が あ る と き に は 見 直 し

す べ き で あ る 。  
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⑮ 原 則 ５ ： 改 善 措 置 の 設 定  

 

モ ニ タ リ ン グ 結 果 が CCP に お い て CL か ら 逸 脱 し た（ ＝ コ ン ト ロ ー ル の

ロ ス が 示 唆 さ れ た ） 時 に と る 活 動 を 文 書 化 す る 。  

 

ど の よ う に し て 、 こ の ス テ ー ジ は 達 成 さ れ る か ？  

C C P の モ ニ タ リ ン グ 結 果 が C L を 満 た さ な い 結 果 を 示 し た と き 、 採

る べ き 特 定 の 改 善 措 置 を 決 定 し 、 文 書 に し な け れ ば な ら な い 。 採 ら れ

る 措 置 は C C P を 管 理 状 態 に 戻 す こ と を 保 証 し な け れ ば な ら な い 。  

C C P の た め の 改 善 措 置 を 決 め る と き 、 以 下 を 検 討 す る こ と ：  

１ ．  ま ず 、 す ぐ に 何 を す る か ？  

→ 工 程 を 止 め 、 製 品 を 留 め 置 き 、 機 械 器 具 を 速 や か に 調 整 す る （ 例

え ば 温 度 を 上 昇 す る ） 必 要 性 に つ い て 検 討 す る 。  

２ ．  最 後 の チ ェ ッ ク が 適 合 し て い た 時 以 降 、製 造 さ れ た 製 品（ 保 管

さ れ て い る 、 ま た は 出 荷 さ れ た ） に つ い て 、 何 を す べ き か ？  

→ こ れ に は 製 品 の 回 収 は 含 ま れ な い 。 な ぜ な ら 、 モ ニ タ リ ン グ が 製

品 が 施 設 を 離 れ る 前 に 問 題 を 把 握 す る の に 充 分 早 く 実 施 さ れ て い

る べ き で あ る か ら で あ る 。  

最 後 の 適 合 結 果 が 得 ら れ た 後 の 製 品 を 留 め 置 く 必 要 性 に つ い て

考 え て み る 。 す な わ ち 、 コ ン ト ロ ー ル が さ れ て い な い 間 に 製 造 さ

れ た 製 品 を 廃 棄 す る か 否 か を 考 え る 。  

３ ．  将 来 に つ い て ど う す る か 考 え る  

→ も し 適 切 で あ れ ば 製 品 の 再 生 、原 因 究 明 、再 発 防 止 の た め の 調 査 、

製 品 の 廃 棄 等 に つ い て 検 討 す る 。  

４ ．  上 記 は 誰 の 責 任 か を 考 え る  

→ 例 え ば 、だ れ が 製 品 の 廃 棄 /再 生 の 判 断 を す る 権 限 が あ る か 、ま た

誰 が 改 善 措 置 を 実 施 す る 権 限 が あ る か 、 検 討 す る 。  

５ ．  上 記 の 活 動 に 関 与 す る 従 事 者 に 必 要 な 能 力 と ト レ ー ニ ン グ に

つ い て 考 え て み る 。  

 

文 書 化 及 び 記 録  

C C P で C L を 逸 脱 し た と き に 採 る べ き 改 善 措 置 （ 廃 棄 や 再 生 な ど の

措 置 を 含 む ） 及 び そ の 責 任 者 を 文 書 化 す る こ と 。 ト レ ー ニ ン グ 記 録 、

改 善 措 置 で 影 響 を う け た 製 品 の バ ッ チ に 何 が 起 き た か を 含 む 適 切 な 記

録 を 保 持 し な け れ ば な ら な い 。  

 

見 直 し （ レ ビ ュ ー ）  
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こ の 原 則 の 定 期 的 な 見 直 し を 計 画 す る こ と 。 ま た 、 社 内 の 何 か に 変

更 が あ る と き に は 見 直 し す べ き で あ る 。（ 原 則 ６ 参 照 ）  
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⑯ 原 則 ６ ： 検 証 (Ver if ic at io n) 

 

検 証 は HACCP プ ラ ン に 従 っ て 製 造 し て い れ ば 、 安 全 な 食 品 が 生 産 さ れ

る こ と を 確 認 す る 原 則 で あ る 。  

 

原 則 ６ は ３ つ の 部 分 に 分 割 さ れ る 。  

１ ．  Va l i d a t i o n（ 妥 当 性 確 認 ） ― H A C C P プ ラ ン は 安 全 な 食 品 が 製

造 さ れ る こ と を 保 証 す る か ？  

２ ．  Ve r i f i c a t i o n（ 検 証 ）― H A C C P プ ラ ン は 機 能 し て い る か ？ 安 全

な 製 品 は 製 造 さ れ て い る か ？  

３ ．  R e v i e w（ 見 直 し ） ― H A C C P プ ラ ン は 更 新 さ れ て い る か ？  

 

上 記 ３ つ を あ わ せ た 検 証 は H A C C P シ ス テ ム が 正 し い 方 法 で 作 成 さ

れ 、事 業 者 が H A C C P プ ラ ン に 従 い 、特 に C C P が 管 理 状 態 に あ る こ と

を 保 証 し て い る こ と を 見 て い る 。  

簡 単 に い う と 、 検 証 に は 、 安 全 な 食 品 が 生 産 さ れ て い る こ と を 保 証

す る た め 、 検 査 を 行 う 、 手 順 に 従 っ て い る か の チ ェ ッ ク 、 そ し て

H A C C P シ ス テ ム の レ ビ ュ ー が 含 ま れ る 。  

 

Va l i d a t i o n：  

H A C C P プ ラ ン の 各 要 素 が 効 果 的 で あ る 証 拠 を 得 る こ と 。  

H A C C P を 実 施 す る 前 に 、H A C C P プ ラ ン が 安 全 な 食 品 を 生 産 す る こ

と を 保 証 す る た め 、プ ラ ン の 内 容 は 妥 当 性 を 確 認 し な け れ ば な ら な い 。

主 た る 注 目 点 は 特 定 さ れ た ハ ザ ー ド は 完 全 で（ 漏 れ は な い か ）、正 し く

か つ 、 適 切 な 管 理 が 実 施 さ れ て い る か （ 特 定 の 管 理 措 置 を 実 施 し た と

き に 効 果 的 に 管 理 で き る か ）、 す な わ ち C C P は 正 し く 特 定 さ れ 、 安 全

な 食 品 を 保 証 で き る か を 確 認 す る こ と で あ る 。  

 

妥 当 性 確 認 活 動 に は 、 次 の よ う な も の が 含 ま れ る ：  

  装 置 ・ 機 械 器 具 の チ ャ レ ン ジ テ ス ト  

  実 験 的 な ト ラ イ ア ル （ よ り 高 い 温 度 ま た は 低 い 温 度 で の 装 置 の 加

熱 評 価 ）  

  数 学 的 モ デ ル  

 

妥 当 性 確 認 の た め の 研 究 を 支 持 す る 情 報 が 得 ら れ る そ の 他 の エ リ ア ：  

  文 書 の レ ビ ュ ー  

  法 規 ― H A C C P プ ラ ン が 食 品 衛 生 法 の 規 格 基 準 等 を 満 た し て い る
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か 確 認 す る  

  衛 生 規 範  

  許 容 さ れ て い る 優 良 規 範  

 

妥 当 性 確 認 の 活 動 を 行 う 者 は 適 切 な 能 力 、 ト レ ー ニ ン グ 、 お よ び 経

験 を 有 し て い る こ と 。  

 

Ve r i f i c a t i o n  

H A C C P プ ラ ン が 継 続 的 に 遵 守 さ れ て い る こ と を 判 断 す る た め に 、

モ ニ タ リ ン グ に 加 え て 行 わ れ る 方 法 、 手 順 、 検 査 及 び そ の 他 の 評 価 の

こ と 。  

 

製 造 し て い る 食 品 の タ イ プ 及 び 事 業 の 規 模 に よ り 、 検 証 活 動 は 次 の も

の が 含 ま れ る ：  

  内 部 監 査  

  サ プ ラ イ ヤ ー に 対 す る 外 部 監 査  

  化 学 的 、 微 生 物 サ ン プ リ ン グ 及 び 検 査 の 実 施  

  苦 情 を 含 む 消 費 者 か ら の f e e d b a c k の 評 価  

  原 材 料 及 び 最 終 製 品 の 検 査  

  管 理 措 置 、 モ ニ タ リ ン グ 及 び 改 善 措 置 が 適 切 に 適 用 さ れ て い る こ

と を 解 析 及 び 確 認  

  C L か ら の 逸 脱 の 解 析  

  前 提 と な る 食 品 衛 生 要 件 が コ ン ト ロ ー ル 下 に あ る こ と の 確 認  

  検 証 の 活 動 を 行 う 者 は 適 切 な 能 力 、 ト レ ー ニ ン グ 、 お よ び 経 験 を

有 し て い る こ と の 確 認  

 

R e v i e w  

H A C C P プ ラ ン は 常 に 、 最 新 の 状 態 で 、 い か な る 変 更 も 反 映 し て い

る こ と 。 変 更 と は H A C C P プ ラ ン を 作 成 時 と 異 な っ て い る い か な る 変

更 も 含 ま れ る 。  

R e v i e w は 定 期 的 な も の と 、引 き 金 が 引 か れ て 実 施 さ れ る も の が あ る 。  

 

引 き 金 と な り 得 る も の ：  

  原 材 料 や 製 品 の 組 成 の 変 更  

  新 製 品 の 製 造 開 始  

  原 材 料 サ プ ラ イ ヤ ー の 変 更  

  加 工 シ ス テ ム の 変 更  
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  施 設 の レ イ ア ウ ト ま た は 環 境 の 変 更  

  加 工 の 設 備 の 変 更 ま た は 新 し い 機 械 器 具  

  シ ス テ ム の ト ラ ブ ル （ 例 、 改 善 措 置 ま た は 製 品 の リ コ ー ル ）  

  顧 客 ま た は 消 費 者 の 予 測 さ え る 変 更  

  製 品 の 健 康 ま た は 腐 敗 の リ ス ク を 示 唆 す る 市 場 か ら の い か な る 報

告  

  公 衆 衛 生 上 需 要 な 新 規 に 報 告 さ れ た 食 品 由 来 病 原 体 の 出 現  

  衛 生 法 規 の 変 化  

 

事 前 に ス ケ ジ ュ ー ル が 決 ま っ て い る レ ビ ュ ー ：  

  す べ て の H A C C P プ ラ ン に は 、ス ケ ジ ュ ー ル 化 さ れ た レ ビ ュ ー が 含

ま れ て い る こ と 。 工 程 や 原 材 料 に 何 の 変 化 も な く て も 、 事 前 に 決

め ら れ た イ ン タ ー バ ル で 実 施 す べ き で あ る 。 少 な く と も 、 年 に 一

度 、H A C C P プ ラ ン の す べ て の 分 野 を 対 象 に 実 施 す べ き で あ る 。す

べ て の 変 更 は 記 録 し 、H A C C P プ ラ ン は 安 全 な 食 品 を 製 造 し 続 け て

い る こ と を 保 証 す る た め 、 リ ス ク ア ナ リ シ ス を 実 施 す べ き で あ る 。 

 

レ ビ ュ ー が 実 施 さ れ た と き に は 、何 も 変 更 が な く て も 記 録 す る こ と 。

レ ビ ュ ー の 責 任 者 は （ 通 常 は H A C C P チ ー ム ）、 提 案 さ れ た 変 更 は

H A C C P プ ラ ン 作 成 時 の 調 査 の 結 論 と 食 い 違 っ て い な い か 、 製 品 の 安

全 性 を 損 な う こ と は な い か 、 ま た H A C C P プ ラ ン は 最 新 の 状 態 で あ る

か を 保 証 す る 必 要 が あ る 。  

  

文 書 化 及 び 記 録  

妥 当 性 確 認 及 び 検 証 活 動 の 記 録 は 、 そ れ ら が 成 功 裏 に 実 施 さ れ た 証

拠 と し て 保 持 し な け れ ば な ら な い 。  
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⑰ 原 則 ７ ： 文 書 化 及 び 記 録 の 保 管  

 

効 率 的 で 正 確 な 記 録 の 保 管 は HACCP シ ス テ ム の 適 用 上 き わ め て 重 要 で

あ る 。  

 

ど の よ う に し て 、 こ の ス テ ー ジ は 達 成 さ れ る か ？  

あ な た の 製 品 に 関 連 し た 不 幸 な 食 品 安 全 上 の 事 故 に お い て 、 あ な た

は 安 全 な 製 品 を 生 産 す る た め に 実 施 し た す べ て の 合 理 的 な 予 防 措 置 の

記 録 を 示 す 必 要 が あ る か も し れ な い 。  

H A C C P の 原 則 が 正 し く 適 用 さ れ 、 す べ て の 記 録 が 保 管 さ れ て い る

こ と は 、 問 題 発 生 時 に 、 あ な た が 安 全 な 食 品 を 製 造 す る た め の 管 理 措

置 を 実 施 し た と い う 証 拠 を 提 供 す る こ と に つ な が る 。  

 

文 書 化 及 び 記 録 保 持 は ：  

１ ．  製 造 の 性 質 及 び サ イ ズ に 対 し 適 切 で あ る こ と 。  

２ ．  H A C C P の コ ン ト ロ ー ル が 実 施 さ れ 、 維 持 さ れ て い る こ と を 検

証 す る た め 、 事 業 者 が 評 価 す る の に 十 分 で あ る こ と  

 

文 書 化 に 関 し て 何 を 検 討 す べ き か  

  何 の 記 録 を 保 管 す る 必 要 が あ る か ？  

  ど の よ う に そ れ ら を 保 管 す る か ？ ハ ー ド コ ピ ー 、 電 子 的 ？  

  ど こ に 文 書 を 保 管 す る か ？  

  ど の く ら い 、 記 録 を 保 管 す べ き か ？ （ 適 切 な 時 間 と は 何 か 。 製 品

の 賞 味 期 限 及 び 製 品 が 誤 用 す る 可 能 性 に つ い て 検 討 す る ）  

  記 録 の 責 任 者 は だ れ か ？  

  だ れ が 、 頻 繁 に 記 録 に ア ク セ ス す る 必 要 が あ る か ？  

 

文 書 の 例 は ：  

  H A C C P プ ラ ン  

  ハ ザ ー ド の リ ス ト 及 び ハ ザ ー ド 分 析 の 詳 細  

  C C P の 決 定  

  C L の 決 定  

  ト レ ー ニ ン グ の 必 要 性 の ア ナ リ シ ス  

  手 順 ― 例 え ば 、 標 準 作 業 手 順 、 改 善 措 置 手 順  

  作 業 上 の 指 示  

 

記 録 の 例 は 次 の よ う な も の が 含 ま れ る ：  
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  C C P モ ニ タ リ ン グ 活 動  

  逸 脱 及 び 関 連 す る 改 善 措 置  

  実 施 さ れ た 検 証 手 順  

  H A C C P プ ラ ン の 変 更  

  実 施 さ れ た ト レ ー ニ ン グ  

  日 々 の 記 録  

  目 視 検 査 記 録  

  H A C C P チ ー ム の 議 事 録  

  加 工 工 程 の 記 録  

 

見 直 し （ R e v i e w）  

こ の 原 則 の レ ビ ュ ー は 事 前 に 決 ま っ た ス ケ ジ ュ ー ル で 実 施 さ れ る も

の と 、 社 内 の 変 化 が き っ か け で 実 施 さ れ る も の が あ る 。（ 原 則 ６ 参 照 ） 

 

レ ビ ュ ー の 間 、 以 下 を 検 討 す る こ と ：  

  文 書 は す べ て の H A C C P シ ス テ ム の オ ペ レ ー シ ョ ン を カ バ ー し て

い る か ？  

  文 書 は 更 新 や 改 訂 の 観 点 か ら ど の よ う に コ ン ト ロ ー ル さ れ て い る

か ?  

  す べ て の 文 書 は 正 確 で 正 し い か ？  

  検 証 手 順 は 文 書 化 さ れ て い る か ？  

  ど の よ う に 変 更 及 び バ ー ジ ョ ン 管 理 が 管 理 さ れ て い る か ？  
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○ 2 7 年 度 か ら 2 8 年 度 の 開 発 に つ い て の ま と め   

 

本 報 告 書 は 、 H A C C P の 導 入 推 進 を 科 学 的 に 支 援 す る 手 法 に 関 す る

研 究 － ク ラ ウ ド ベ ー ス H A C C P プ ラ ン 作 成 支 援 シ ス テ ム （ ト ラ イ

H A C C P） の 開 発 に 基 づ き 、 H A C C P プ ラ ン を 作 成 、 登 録 す る と い う 行

為 を 、 We b ブ ラ ウ ザ 上 で 、 ど こ か ら で も 利 用 可 能 に し た 27 年 度 の プ

ロ ト タ イ プ プ ロ グ ラ ム を 、試 験 利 用 可 能 な よ う に 、追 加 /改 修 を 行 っ た

プ ロ グ ラ ム で あ る 。  

 

国 内 で は 、 英 国 で の M y H A C C P の よ う な ク ラ ウ ド ベ ー ス で の 作 成 、

出 力 ツ ー ル が 中 小 メ ー カ ー に と っ て 必 要 と な る 時 期 は 近 づ い て い る と

考 え る 。 ま た 、 ク ラ ウ ド ベ ー ス で あ る た め 、 H A C C P の 各 地 域 で の 学

習 会 に お け る 学 習 ツ ー ル と し て も 、 有 効 で あ る と 考 え る 。  

28 年 度 の 開 発 に お い て は 、試 験 利 用 可 能 な 段 階 ま で 開 発 を 行 い 、多

数 の ユ ー ザ ー に よ る 試 験 利 用 に よ り 、 更 な る 改 善 の 機 会 を 伺 え る も の  

と 思 わ れ る 。  

H A C C P の 義 務 化 は 、 デ ー タ の 保 存 を 確 実 に す る こ と と 、 第 三 者 か

ら の 検 査 が あ っ た 場 合 で の 、 印 刷 物 以 上 に 、 ク ラ ウ ド 環 境 で の ロ グ イ

ン 時 間 等 に よ る 客 観 的 な デ ー タ の 在 り 方 を 検 討 出 来 る 側 面 を も っ た も

の で あ る 。 こ の よ う な ツ ー ル を 多 く の ユ ー ザ ー が 標 準 的 な も の と し て

使 用 す る 事 で 、検 査 す る 側 も 記 録 内 容 の バ ラ つ き を 判 別 し や す く な り 、

全 体 的 な 管 理 コ ス ト 低 減 へ の 貢 献 も 実 現 し 得 る も の に 近 づ い た も の と

思 う 。  

ま た 、 諸 外 国 か ら の 日 本 で の H A C C P の 取 組 み と し て 、 と り わ け 中

小 企 業 で の ツ ー ル に よ る 標 準 化 は 評 価 出 来 る も の と な れ ば と 願 う も の

で あ る 。  

 

本 開 発 で は 、 関 係 者 と の 協 力 体 制 の 上 で 、 プ ロ ト タ イ プ か ら の 効 果

的 な 改 善 を 行 え た も の で あ り 、 感 謝 を 申 し 上 げ る 。  

本 試 験 シ ス テ ム が 、 実 運 用 シ ス テ ム と し て 、 広 範 囲 な 地 域 で 利 用 さ

れ る 事 と な れ ば 、 引 き 続 き 協 力 を 行 え る よ う 研 鑽 に 励 み た い 。  

 

 

デ ュ ア ル カ ナ ム 株 式 会 社  

h t t p : / / w w w. d u a r c a n u m . c o m /  
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